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第 73 回 定期大会スローガン 
 
 

 

◯ 安心できる医療・介護制度を作ろう 

◯ 安心して生活できる社会保障制度を作ろう 

◯ 働く者の団結で労働者の権利を守り、定年まで働き 

続けられる職場を作ろう 

◯ 平和を守ろう 

◯ 身近な環境問題を考え、次世代に美しい地球を残そう 

◯ 子ども達の為に、のびのびとした教育環境を作ろう 
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中央執行委員長挨拶 

 

日頃より労働組合活動へのご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございま

す。組合員の皆さんの支えがあるからこそ、私たちはより良い職場環境を目指

し活動を続けることができています。中央執行委員を代表して心より感謝申し

上げます。 

第 73 回聖隷労働組合定期大会は、これまで同様、対面での決議となります。

組合の活動や運動方針をより多くの組合員の皆さんに分かりやすく伝え、組合

全体としての方向性を共有する重要な場として位置づけています。今年度も大

会終了後にレセプションを開催する予定です。交流を深め、組合員同士の結束

を強める機会となればと考えておりますので、ぜひご参加ください。 

私たちの生活環境は近年、大きな変化を遂げています。物価の高騰が続く中

で、賃金や労働条件の向上はますます重要な課題となっています。聖隷労働組

合では、「賃金アップ」や「働きやすい環境の整備」に引き続き力を入れ、組

合員の皆さんが安心して働ける職場づくりを推進していきます。今年度も、中

央執行委員を中心に役割を分担しながら、課題解決に向けて全力で取り組んで

まいりました。組合員一人ひとりの協力が不可欠であり、皆さんと共に着実な

前進を遂げることが何よりも重要です。 

どのような状況にあっても、私たちの声を事業団に届け、要求を実現し、安

心・安全な労働環境を維持することが労働組合の使命です。定期大会を一つの

節目としながら、次年度も組合員の皆さんと共に支え合い、団結し、組合活動

をさらに発展させていきましょう。 

皆さんの引き続きのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

                                  聖隷労働組合 

 2024 年度中央執行委員長  

        矢後裕士 
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2024 年度 聖隷労働組合 役員一覧 
 

中央執行委員・役員体制 

互助会 

福祉基金委員 

労働金庫 

労働者福祉協議会 

全労済 

医労連関連 
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2024 年度 中央執行委員 

 

 

執行委員名 所属支部名 施設名 職場名 

小桐 友広 三方原 聖隷三方原病院 リハビリテーション部 

古山 ひかり 三方原 聖隷三方原病院 臨床検査部 

杉山 益唯 三方原 聖隷三方原病院 Ｃ６病棟 

鈴木 紗輝 三方原 おおぞら療育センター 生活支援課 

鈴木 里枝 三方原 聖隷三方原病院 リハビリテーション部 

藤本 加代子 三方原 聖隷三方原病院 臨床検査部 

矢後 裕士 三方原 聖隷予防検診センター (予検)地域放射線課 

小山 貴之 住吉 浜松市リハビリテーション病院 リハビリテーション部 

藤田 春樹 住吉 浜松市リハビリテーション病院 リハビリテーション部 

家本 典幸 福祉 和合せいれいの里 チャレンジ工房 

石川 綾乃 福祉 聖隷のあ保育園 のあ保育園 

河原 一成 福祉 厚生園信生寮 信生寮 

小西 文 福祉 三方原地区在宅複合事業 訪問看護三方原 

坂本 貴宏 福祉 浜北愛光園 特養 

下位 友里 福祉 聖隷こども園こうのとり富丘 こども園こうのとり富丘 

杉山 哲也 福祉 厚生園信生寮 信生寮 

袴田 望美 福祉 聖隷こども園めぐみ こども園めぐみ 

三浦 大輝 横浜 横須賀愛光園 特養 

上田 雅之 佐倉 浦安市特別養護老人ホーム 浦安市特養 

鈴木 宏和 阪神 御殿山あゆみ保育園 御殿山あゆみ保育園 

稲本 容子 淡路 聖隷淡路病院 診療技術課 

塩田 友希 奈良 奈良ベテルホーム 看護介護課 
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２０２４年度中央執行委員会 役員体制 

 中央執行委員長 矢後 裕士 三方原 

 副中央執行委員長 鈴木 里枝 三方原 

 副中央執行委員長 古山 ひかり 三方原 

 副中央執行委員長 家本 典幸 福 祉 

 中央書記長 坂本 貴宏 福 祉 

 中央書記次長 河原 一成 福 祉 

 

労使幹事会・経営協議会 

矢後 裕士 鈴木 里枝 古山 ひかり 

藤本 加代子 杉山 益唯 小山 貴之 

家本 典幸 坂本 貴宏 河原 一成 

石川 綾乃   

 

聖隷福祉事業団健康保険組合 

 健康保険組合会互選議員（３名） 矢後 裕士 河原 一成  

健康保険組合理事（１名）    

健康保険組合監事（１名） 河原 一成     

 

互助会理事・監事 

互助会理事（５名） 家本 典幸 鈴木 里枝 矢後 裕士 

河原 一成 古山 ひかり  

互助会監事（１名） 坂本 貴宏   

 

聖隷福祉基金委員 

福祉基金委員（２名） 矢後 裕士 坂本 貴宏 
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労働者福祉協議会 

 

 浜松市労働者福祉協議会幹事 坂本 貴宏 

 

静岡県労働金庫 

 

 静岡県労働金庫浜松高台支店運営委員 矢後 裕士 

 

こくみん共済 
 

こくみん共済静岡西部支所運営委員 鈴木 里枝 

 

日本医療労働組合連合会 地域労連関連 

 静岡県医労連幹事 
藤本 加代子 家本 典幸 古山 ひかり 

矢後 裕士   

 西部医労連幹事 藤田 春樹 家本 典幸 矢後 裕士 

 日本医労連福祉部運営委員 河原 一成 

 日本医労連一般病院部会運営委員 小桐 友広 

 

─ 7 ─



 

  

活動報告Ⅰ 情勢・総括・活動日誌 

ⅠⅠ..私私たたちちををととりりままくく情情勢勢のの特特徴徴  

１１  憲憲法法・・平平和和等等ををめめぐぐるる情情勢勢  

憲憲法法改改悪悪阻阻止止  

 2024 年の衆議院選挙の結果、衆議院では改憲派が 3分の 2 を下回りましたが、その

後の通常国会で開かれた衆議院憲法審査会では、改憲手続きを定めた国民投票法に関

する自由討議などが行われています。世論調査でも国民は改憲を求めておらず、国民

投票法の整備を急ぐ必要はありません。自公政権は、自衛隊に敵国基地攻撃能力を与

えることで実質改憲をすすめています。「戦争国家」づくり阻止とあわせた憲法改悪を

許さない世論形成が求められています。 

 

２２  国国民民生生活活、、労労働働者者ををめめぐぐるる情情勢勢    

消消費費者者物物価価指指数数  

 総務省が発表した 2024 年度平均の全国消費者物価指数は、価格変動の大きい生鮮食

料品を除く総合指数が前年度比 2.7％上昇しました。プラスは 4 年連続で、歴史的な

高騰が続くコメなど食料品の値上がりが主な要因です。食料全体は前年度比 5.0％上

昇し、このうち米類は 46.6％と、1971 年度以降最大の伸びを記録しました。野菜や果

物の値上がりも目立ち、原材料価格の高騰などで菓子類、飲料、調理食品など幅広い

品目で上昇しています。 

  

実実質質賃賃金金  

政府は「賃上げは好調」と言っていますが、実質賃金は、2024 年 1 年間でマイナス

0.3％、2025 年もすでに 2 カ月で減少し、ピーク時の 1996 年から年額 74 万円も減っ

ています。大企業は過去最高の利益を更新する一方で、労働分配率はこの 30 年間で

60％から 45％程度まで下がり、過去最低となっています。政府も、最低賃金を「2020

年代に 1,500 円に」と言っていますが、「5 年先」では遅すぎます。物価高に負けない

賃上げをすすめるためにも、今すぐ全国一律最低賃金 1,500 円の実現が求められてい

ます。 

  

物物価価高高騰騰にに見見合合っったた年年金金へへ  

  自公政権が、「100 年安心」と言って導入した、年金額を物価高騰上昇より下回らせ

る制度によって、第 2次安倍政権以後の 13 年間で公的年金は実質 8.6％も削減されま

した。これがなければ、現在、月 10 万円の年金を受給している人は、月 940 円（年

11 万円）も多い年金となっていました。この制度の被害は、今後も年を追うごとにひ

どくなり、現役世代の受け取る年金はどんどん減っていくことになります。「マクロ経

済スライド」などをなくし、年金を物価の値上がりや賃金上昇に追いつかせて引き上

げ、現役世代も「減らない年金」を実現することが求められています。現在 290 兆円、
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給付の 5 年分もため込んでいる巨額の年金積立金を年金に活用する、高額所得者の保

険料優遇を見直して応分の負担を求める、現役労働者の賃上げと処遇改善をすすめ保

険料収入と加入者を増やすなど、物価上昇に見合う年金への改革が必要です。 

  

３３  医医療療・・介介護護・・福福祉祉労労働働者者のの状状況況  

医医療療業業版版「「勤勤務務間間イインンタターーババルル制制度度導導入入・・運運用用ママニニュュアアルル」」  

 厚労省が、医師を除く医療関係職種を対象とした「勤務間インターバル制度導入・

運用マニュアル」を公開しました。看護師などに向けた勤務間インターバル制度の具

体的な導入・運用手順について解説し、実際の事例も紹介しています。2018 年に成立

した働き方改革関連法により、勤務間インターバル制度の確保は、事業主の努力義務

とされましたが、マニュアルでは、医療業界の人手不足を解消するためには、労働環

境改善が重要だと指摘し、勤務間インターバル制度は、そのひとつの手段だとしてい

ます。 

 

４４  医医療療・・介介護護・・社社会会保保障障ををめめぐぐるる情情勢勢  

新新たたなな地地域域医医療療構構想想ととりりままととめめ  

 2024 年 12 月、厚労省は、「新たな地域医療構想等に関する検討会」の取りまとめを

公表しました。2040 年を見据えた新たな地域医療構想と、医師偏在対策に関する考え

方で構成されています。「医療機関機能」の報告項目と報告方法は、2025 年度から検

討されるガイドラインで詳細が決まりますが、新たに創設される「医療機関機能」は、

「高齢者救急・地域急性期機能」、「在宅医療等連携機能」、「急性期拠点機能」、「専門

等機能」、「医育および広域診療機能」となっています。 

厚労省は、救命救急センター（三次救急）について、おおむね 100 万人当たり 1 施

設を目標に整備をすすめる方針でした。しかし、施設数が増加傾向で、全国で 304 施

設に上っていることから、検討会で三次救急医療機関の見直しを求める意見が出され、

「高齢者救急・地域急性期機能」で「三次救急医療施設の在り方について検討する必

要がある」と明記されました。病床機能区分については、回復機能が「包括期機能」

修正され、今後、病床機能区分は高度急性期、急性期、包括期、慢性期の区分に変更

されます。 

医師偏在については、「派遣医師・従事医師への手当の増額を保険者からの拠出で賄

うことが考えられる」ことが記載されており、この点について厚労省は医療保険部会

で、財源の全額を保険者からの拠出金とすることを明言しました。 

  

介介護護崩崩壊壊のの危危機機  

 2024 年度の報酬改定で、政府が訪問介護の基本報酬を 2～3％削減したことで、ヘル

パーなどの人手不足と事業所の閉鎖がすすみ、2024 年 12 月末時点で事業所が「ゼロ」

の自治体が 107 町村、「1 カ所のみ」の自治体が 272 市町村にも上っています。報酬削

減の撤回等を求める地方議会の意見書は、３月末時点で 16 道県議会を含む 289 自治体

に上っています。地域の介護体制の強化・拡充をすすめるためにも、国庫負担による

─ 9 ─



 

  

事業所の経営再建、介護・福祉職員の賃上げと労働条件の改善が必要です。 

 

介介護護職職員員数数  初初のの「「減減少少」」  

  厚労省が 12 月に発表した 2023 年「介護サービス施設・事業所調査」の結果で、2023

年 10月 1日時点で介護保険施設や介護事業所に従事する介護職員数は約212.6万人で、

前年同期より 2.9 万人減少したことが明らかになりました。同調査で介護職員数が前

年を下回ったのは、介護保険制度の創設以来初めてです。減少の要因について厚労省

は、介護人材が他産業に流出したことや、現役世代が減少して介護業界に就職する人

が減ったことを挙げています。 

 

訪訪問問介介護護支支援援  

  人材不足が喫緊の課題である訪問介護等サービスについて、人材確保体制の構築に

よる安心して働き続けられる環境整備に向けた取り組みや事業所の経営改善に向けた

取り組みを支援することで、訪問介護等サービスの担い手の確保と経営の安定を図り、

地域における必要な在宅介護サービスの提供体制を確保することを目的に、2024 年 12

月 17 日から「訪問介護等サービス提供体制確保支援事業」が始まりました。この事業

は原則として都道府県が実施主体となり、経験の浅いヘルパーの支援や複数法人のグ

ループによる協働化・大規模化の促進を図るものとなっています。 

「人材確保体制構築支援事業」では、ベテランのホームヘルパーが経験の浅いスタ

ッフに同行して技術を伝える経費として、中山間地域・離島などの事業所には 1 回あ

たり 5,000 円、（30 分以上）、それ以外の地域は 4,000 円（30 分以上）を基準として補

助するとしています。いずれもビギナーヘルパー1 人あたり 30 回まで同行可能です。

協働化・大規模化を促進する「経営改善支援事業」では、「共同での募集・採用・研修」、

「人事管理・請求業務システムなどの共通化」、「物品の共同購入」などの経費を補助

するとしています。小規模法人を含むグループにするのが要件で、1 グループあたり

150 万円の支給、全ての事業所が中山間地域などにある法人を含むグループへの支給

額は 200 万円としています。 

補助金は国が 3 分の 2、都道府県・市町村が 3 分の 1 を負担し、中山間地域などで

のヘルパーの同行支援や複数法人による協働化・大規模化の取り組みに関しては、国

の負担割合が 4 分の 3に引きあがります。対象となるサービスは、「訪問介護」、「定期

巡回」、「随時対応型訪問介護看護」、「夜間対応型訪問介護」となっています。 

 

外外国国人人のの訪訪問問系系介介護護従従事事  解解禁禁  

 訪問系サービスは、利用者宅で主に 1 対 1 の関係で業務を行う難しさなどを理由と

して、外国人の技能実習生らによる従事は認められていませんでした。しかし、訪問

介護員の不足や高齢化を背景として、厚労省の「外国人介護人材の業務の在り方検討

会」が 2024 年 6 月に訪問系サービスへの従事を条件付きで容認し、2025 年 4 月から

解禁しました。検討会の提言を受けて厚労省は、介護施設・事業所が通常の基準に加

え、「業務の基本事項の研修」、「責任者による一定期間の同行訓練」、「外国人職員のキ

ャリアアップ計画の作成」、「ハラスメント防止の相談窓口の設置」、「現場での不測の

事態に情報通信技術などで対応できる環境整備」の 5 つの要件を順守すれば、外国人
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職員が訪問介護、夜間対応型訪問介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護などに従

事できるようにしています。 

 

22002244 年年度度補補正正予予算算  

 2024 年 12 月に成立した 2024 年度補正予算では、厚労省の補正予算に 8,454 億円、

そのうち、医療・介護・障害福祉分野の生産性向上・職場環境改善などによる賃上げ

に向け、1,892 億円が計上されました。医療分野の生産性向上・職場環境改善による

更なる賃上げ等の支援には 828 億円が計上されましたが、対象がベースアップ評価料

算定機関に限定されていることとあわせ、「賃上げ等のための生産性向上の取組を支援

し、医療人材の確保・定着を図る」としていることから、直接の賃上げ支援策とはな

っていません。 

介護人材の他産業への流出を防ぐための「介護人材確保・職場環境改善事業」（人材

確保等事業）には 808 億円が計上されました。この予算は介護職員以外も含む人件費

に充てることも可能としていますが、生産性向上と職場環境改善の取り組みに充てる

こともできるとしており、賃上げという目的が薄れています。介護職員 1 人当たり 5

万 4,000 円を補助する想定で予算額が算出され、サービス種別ごとに補助金の「交付

率」を設定し、月額報酬に乗じた金額を申請事業者に 1 回支給する想定となっていま

す。しかし、2023 年度の補正予算では、介護職員 1 人当たり月額賃金を 2％程度（6,000

円相当）引き上げるための補助金を 2024 年 2～5 月まで 4 カ月支給する設定だったの

に対し、2024 年度補正予算では、そのような設定になっていません。さらに、居宅介

護支援事業所、訪問看護、訪問リハビリテーションなどは介護職員配置がないとされ、

人材確保事業の対象となっていません。 

 

医医療療費費 44 兆兆円円削削減減合合意意  

 日本維新の会が、高校無償化と国民医療費年 4 兆円削減を条件に、政府の 2025 年度

予算案に賛成しました。3 党合意には社会保障費削減のための協議体設置も盛り込ま

れています。深刻な「医療崩壊」を引き起こした 2006 年の小泉構造改革では医療費が

1 兆円削減され、妊婦のたらい回しや救急患者の受け入れ拒否などを招きました。そ

の 4 倍もの医療費抑制は、国民皆保険制度の下、誰もが安心して医療を受けられるよ

うにする国の責任を投げ捨てるものです。自公維 3 党は、4 兆円の医療費削減のため、

2026 年度からの OCT 類似薬の保険適用見直しも合意しています。市販薬は処方薬に比

べて価格が高く設定されており、特に経済的に困窮している人の負担が増えてしまい

ます。症状が軽微でも医師の診断で重篤な病気の早期発見につながることが期待され、

市販薬の安易な服用にはリスクが伴います。市場原理を医療・介護分野に持ち込むの

ではなく、大企業や富裕層を優遇する税制と大軍拡路線を止め、国民の命を守り、医

療や暮らし優先の政治への転換が求められています。 

 

労労働働組組合合のの力力でで情情勢勢をを切切りり開開くく 

政治を前にすすめる力は、国民の要求と前進にこそあります。国民の声を突き

つけ議論を起こすことこそが、日本の政策を変えさせる力となります。 
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II. 2024年度聖隷労働組合の活動総括 

１１    医医療療・・保保健健・・福福祉祉・・介介護護をを守守るる運運動動  

 

医療・保健・福祉・介護における制度の改善と労働の正当な評価をこの 1 年間求めてき

ました。医師・看護師・介護士等の不足、人口減少や少子高齢化の急速な進展に伴う医

療・介護需要の変化、私達を取り巻く環境の変化を背景とした厳しい経営環境に置かれ

ています。だれもが安心して医療や介護、社会保障が受けられる体制づくりを目指し、

「医療・保健・福祉・介護を守る運動」を進める為、スローガンを基に活動してきまし

た。 

 

メインスローガン 

物価高に負けない賃上げ！春闘勝ち取りより良い職場と明るい未来！ 

 

サブスローガン 

1) 安心できる医療・介護制度を作ろう 

2) 安心して生活できる社会保障制度を作ろう 

3） 働く者の団結で労働者の権利を守り、定年まで働き続けられる職場を作ろう 

4) 平和を守ろう  

5) 身近な環境問題を考え、次世代に美しい地球を残そう 

  6) 子ども達の為に、のびのびとした教育環境を作ろう 

  7) 仲間を増やし組合の輪を広げよう 

 

医療・保健・福祉・介護をとりまく情勢を踏まえ、要求実現のために日本・県・西部医

労連と連携を図りながら各種会議、学習会に参加し署名運動に取り組みました。 

 *2024 年度集会・学習会への参加は活動日誌を参照 

  

２２    賃賃金金・・労労働働条条件件のの改改善善運運動動  

１．2024年度・賃金改善運動の方針 

（１）賃金要求は､組合員の春闘アンケート調査を基に､厚生労働省・日本医労連・地域

労連の賃金実態調査や聖隷福祉事業団の経営状況を参考にし、賃金要求をまとめ運動し

ます。当面、俸給表は人事院勧告準拠としますが、期末手当・勤勉手当については、年

間合計支給月数が前年度より下回らないよう運動します。 

 

─ 12 ─



① 期末勤勉手当 

2024年夏季期末手当交渉は、同一労働同一賃金の観点と人勧準拠、経営状況、聖隷

職員の働き方を根拠に「ブロック職員・地域総合職員・地区限定職員・エルダー職員A

に2.1ヵ月支給＋全職員に対する2万円の臨時特別一時金（インフレ手当）の支給」を

要求しました。事業団からの回答は、「ブロック・地域総合職員2.15ヵ月支給、地域

限定職員とエルダー職員Aは1.935ヵ月の支給」でした（管理者調整手当の支給を含

む）。今後も経営状況を見つつ人勧準拠を基盤に交渉を継続していくことを確認し、

協定を結びました。 

2024年度冬季期末手当交渉は、夏季期末勤勉手当の支給状況を鑑みて「ブロック・地

域総合職員・地区限定職員・エルダー職員Aに2.45ヵ月支給」と要求をしました。交渉

は2024年11月5日の経営協議会で行いました。事業団の回答は「ブロック・地域総合職

員2.15ヵ月、地域限定職員とエルダー職員Aは1.935ヵ月支給」でした。それを受け、中

央執行委員会での協議の上、組合としては2.2ヵ月の支給を妥結のための最低ラインと

して返答しました。2024年11月13日に再交渉が行われました。最終的には、事業団全体

の経営状況を鑑み、「理事長より、理事長が行っているロビー活動に関する内容、年間

を通し支給水準である4.6ヵ月の支給が達成できるよう努力する旨の説明文書を提示す

る」ことを条件に妥結としました。 

2024 年度期末勤勉手当交渉は、同一労働同一賃金の考えと経営状況、近隣病院の支

給予定状況から「ブロック職員・地域総合職員・地区限定職員・エルダー職員 A に対し

て 0.3 ヵ月の支給＋全職員に対して臨時特別一時金として 30,000 円の支給」を要求し

ました。事業団の回答は「ブロック職員・地域総合職員に 0.3 ヵ月、地区限定職員・エ

ルダー職員 A に 0.27 ヵ月を支給する。またパート・アルバイト、エルダーB、非常勤職

員（雇用保険加入者）に対して特別手当 20,000 円を支給する」という内容でした。2025

年 3 月 4 日の経営協議会で交渉を行いました。事業団の回答は組合の要求に届くもので

はなかったため、後日再交渉を行うこととなりました。組合としては特別手当 20,000

円を全職員に支給することを最低ラインと考えて再交渉に臨みましたが、事業団は支給

内容を変更せず、交渉は決裂しました。 

以上のような組合の交渉により、人事院勧告（年間 4.60 ヵ月）と同等（年間 4.60 ヵ

月＋特別手当の支給）の支給となりました。 

 

② 年末年始特別勤務手当 

2024年度の年末年始特別勤務手当は、「(1)12月29日午前8時30分から12月31日前8時

30分までの期間及び1月2日午前8時30分から1月4日午前8時30分までの期間は、一勤務

6,500円 (2)12月31日午前8時30分から1月2日午前8時30分までの期間は、一勤務8,500

円を支給すること」を要求しました。 

事業団の回答は「(1)12月29日午前8時30分から12月31日前8時30分までの期間及び1

─ 13 ─



月2日午前8時30分から1月4日午前8時30分までの期間は、一勤務6,200円 (2)12月31日

午前8時30分から1月2日午前8時30分までの期間は、一勤務8,000円を支給すること」を

支給するということで協定を結びました。 

事業団としては同一労働同一賃金の考えを進め、職制の違いによらず正職員もパー

ト・アルバイト職員も同額を支給するという回答でした。また、事業団以外の団体の賃

金動向にも注目しているとのことでした。しかし、労働組合の要求額を下回る回答であ

るため、次年度以降も組合員の意見を集約し、また周辺他団体の労働環境の変化も見据

えながら交渉を行います。 

 

（２）地区限定職員の賃金形態等の把握と労働条件の改善に努めます。アンケート調査

を基に、ブロック・地域総合職員との格差の解消を図ります。 

地区限定職員・エルダー職員Aの賞与支給率をブロック・エリア職員と同等とする交

渉を続けています。しかし支給率についてはブロック・地域総合職員・地区限定職員・

エルダー職員Aを同一とするには至りませんでした。今年度も事業団としては「採用す

る段階から支給月数のことは提示しているので、問題はない」との回答がありました。 

同一労働同一賃金の考えは広まってきているところですが、特にこの賞与に格差を

設ける根拠は薄弱であるので、引き続き組合員が声を出して主張していくことが重要だ

と考えます。 

 

（３）再雇用職員の賃金形態等の実態調査や労働条件の再確認を行い、必要に応じて見

直します。 

2024年度春闘の回答書にて、事業団からは「55歳での昇給停止、エルダーA移行時の

給与改定の変更を行う考えはありません。但し、エルダーA職員のベースアップについ

ては現在検討をしております。」との回答がありました。エルダーA職員のベースアッ

プに前向きな姿勢がみられたことは一つの成果と言えます。人手不足が叫ばれている中、

知識と経験を有した職員が長く働くことができる環境を整えることは早急に取り組む

必要があると考えます。引き続き組合員の意見を聞きながら、エルダー職員として働く

ことができるよう交渉を続けていきます。 

 

（４）パート・アルバイト職員の労働条件等の改善に努めます。 

同一労働同一賃金の観点からも、労働条件の改善を図っていく必要があります。今年

度も年末年始手当についてはパート・アルバイト職員も正職員と同額を支給することを

要求し、それが実現しています。また、昨年度に引き続きパート・アルバイト職員に対

し特別手当（20,000円）が支給されたことは大きな成果と言えます。一方で、春闘の回

答書では、「エルダーB職員の時給については変更を行う考えはありません。パート・

アルバイト職員については、年度更新時に評価を行い、時給の改訂については規定に基

─ 14 ─



づいて実施していきます。」となっており、時給については現状から変更する考えはな

いことが示されました。組合員が多様な働き方ができるよう、正当な評価に基づく正当

な賃金が支払われているか、今後も組合員の声を聴きながら交渉を行っていきます。 

 

（５）諸手当の改善は、職場の労働実態を考慮に入れ、組合員の合議に基づくより公平

な内容とします。 

2024年度春闘では、組合員より希望の多かった危険手当について要求を行いました。

事業団からの回答は「危険を伴う手当について、従前より労使間での協議によって必要

に応じて支給をしておりますが、今後新たに要望をいただいたものについて必要性、経

営状況を鑑みて労使間で協議いたします。」といったものでした。次年度以降も組合員

の声を聴きながら必要な手当の支給に繋がるよう交渉を続けていきます。 

 

（６）組合員が、現行の賃金制度を理解して組合運動をできるよう、職場討議や情報宣

伝活動を行っていきます。 

機関紙「はらから」にて給与明細の見方を分かりやすく説明するなど、組合員が賃金

制度や労働組合の活動内容を把握できるように随時情報発信を行いました。また、職場

委員会等の開催を通じて組合員の意見を聴取しています。今後も現行の方法での情報提

供を行い、より組合員の理解を得られるよう環境を整えていきます。 

  

２．2024年度・労働条件改善運動の方針 

（１）労働安全衛生活動 

①労働安全衛生法第19条に基づき、各事業所の衛生委員会に労組より「労働安全衛生

委員」半数を推薦し委員とも連携を図ります。 

 

衛生管理者に必要な国家資格である「第一種衛生管理者」の取得を推進し講習会の 

案内や補助を継続して行いました。 

デスクネッツを活用し、安全衛生委員への推薦・参加を組合員へ促しました。 

 

②各職場の勤務形態･環境･過密労働・長時間残業など、アンケート調査からの声をひ

ろい、問題点を明確にし、福祉事業団の名にふさわしい改善を求めます。 

 

秋闘アンケート結果や職場委員会での聞き取り、組合員からの労働相談から問題点

が浮上した施設・職場については労使幹事会、経営協議会の場を使って調査依頼、課

題が生じている場合は改善を求めました。秋闘アンケート記述箇所についても集約

し事業団へ提出、現場の実態を理解してもらうよう努めました。 

 

─ 15 ─



③職員の腰痛・慢性疲労など健康状態の悪化、精神的要因の不安解消に努めます。 

安全衛生委員会に組合員が参加することで、職場の実態把握に努めました。 

 

（２）年次有給休暇の取得促進 

①『年次有給休暇』取得促進のため、事業団書式の『年次有給休暇届出（申請）書』・

事務通達（2013年3月31日付）を使った事業団ルールの申請方法を啓発していきます。

年次有給休暇の取得ができない職場については、事業団・当該事業所へ交渉を行って

いきます。 

 

年次有給休暇取得促進に向けた活動として、労働条件対策部が毎年行っている「秋闘

アンケート」があります。今年度も労働条件対策部が中心となってアンケート調査を

実施・集計し、職場委員会で討議資料としました。 

また随時寄せられる労働相談でも、有給に関するものがあれば逐一会議にて実態調

査、是正要求を行ってまいりました。 

 

②年次有給休暇を申請したにも関わらず年度内に使用できず消滅してしまう年次有

給休暇について、実態調査を行っていきます。 

 

有休が取得できない理由については今年度も人員不足が最多となっていました。 

事業団が毎月聖隷労組に提示している資料においても人件費は予算未達であり、 

慢性的に人員不足なっている状況でした。 

 

③公休が割れる職場が無いように、実態調査を基に、労使で対応策を検討していきま

す。 

 

今年度も組合員あてに公休割れの実態調査依頼を行いました。調査結果より公休割

れが発生している職場を特定しました。公休割れが発生している主な原因としては

急な欠勤による職員不足でした。調査結果は事業団へ提出し、公休割れが発生しな

いよう改善を求めました。今後も労働条件対策部が中心となり、組合員のいる職場

に公休割れ調査を行い、公休割れが発生した職場については事業団に調査と改善の

要求を行っていきます。 

 

④公休割れのないように人員増員の要求をしていきます。 

 

組合の粘り強い交渉により年次有給休暇の取得は全国平均越えを維持していますが、

現場では変わらず人員不足が慢性化している現状であるため、経営協議会にてこの
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現状を伝え、人員補充・業務改善を要求し、有給取得促進に向けた活動を行いました。 

 

（３）サービス残業撤廃の運動 

①2015年5月1日に出された「超過勤務の適正化について」の事務通達が周知徹底され

ているか確認し、誤った運用がされていないか調査すると共に是正を求めていきま

す。 

 

2015年5月1日発出の「超過勤務の適正化」についての事務通達を基に、時間外労働の 

完全申請について粘り強く活動を行いました。 

 

②36協定違反（1ヵ月45時間以上）の超過勤務を行っている職員のチェックを行い、

現場環境の改善をして職員の健康と安全を守っていきます。 

 

時間外労働の申請状況については2024年度秋闘アンケートの実施により調査し、そ

の結果は事業団へ提出しました。 

超過勤務の申請をしない＝職場の人員は足りている。補充は不要と判断されてしま

います。超過勤務をした場合はすべて申請していくことが大切です。 

始業前に患者・利用者情報を収集している人や機械の準備・点検・設定を行っている

が超勤を申請できていない、承認されていないと答えた方、また日々の労働相談でも

同様の内容は多く、引き続き始業前の超勤申請を対象とするよう、またそもそも始業

前超勤を発生させないよう事業団と継続交渉を行っていきます。 

 

（４）夜勤労働をされている組合員に問題が生じた場合、即刻改善に取り組みます。 

  

2024年度秋闘のアンケート結果及び日々の労働相談から、休憩時間を取得できてい

ない現状はまだ見られます。 

特定できた職場に関しては、都度事業団へ報告し、調査依頼及び改善要求を行ってき

ました。 

 

（５）母性保護のため生理休暇、妊産婦の業務軽減・夜勤免除において、組合員が取得 

 困難な事案が生じた場合、即刻改善に取り組みます。 

 

育児短時間制度やワークシェア等の需要は増加傾向にあります。継続して実態調査

を行い、取得向上に向けて周知、交渉を図っていきます。 

事業団は、2009年よりワークシェア運用（短日・短時間勤務）試行を行ってきました。

制度認知が十分にできたということから労使で協議を行い、2018年4月よりワークシ
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ェアは制度化されました。制度化に伴い、事業団には育児短時間勤務者・ワークシェ

ア取得者が時間で帰るような制度運用を要求しました。 

昨年１０月からは、一部職種でトライアルにて育児時短時間制度が就学時まで延長

となり、今年１０月から全職種で完全運用となります。しかし、現時点でも育児短時

間勤務、ワークシェア利用者が時間で帰れないという職場が継続して存在していま

す。 

育児と仕事が両立できるためにも制度がしっかり運用できるように今後も注視して

いかなければなりません。 

 

（６）子供を持っても、親の介護が必要になっても、制度を活用しながら定年まで働き

続けられる労働環境の構築に努めます。 

 

育児・介護休業法が改定され、働き方も柔軟性が求められるようになってきました。

職場からあげられる要望等について議論し、その対応に関し事業団と交渉に努めて

きました。 

  

３３    組組合合のの組組織織活活動動  

  

１１．．低低迷迷すするる組組織織率率  

現状、聖隷労組組織率は約18％（正職員比率）、組合員約2000人です。 

コロナウィルスによる活動抑制が数年あったこと、関東関西の遠隔地にも各事業所が増

え組合オリが出来ていない理由を主に、新入組合員が目減りしています。 

組織率は下落一直線、組織率が低下すると『数は力成り、声は力成り』の力が低迷し、

現状の待遇すら維持出来なくなりほころびが生じてきます。 

 

この窮地に対して取り返しのつかなくなる前に、聖隷労組全体（中央執行委員・支部

執行委員・職場委員・組合員）の力の結集により組織的に取組み、打開していく必要が

あります。 

（１）中央執行委員会議等により現状課題を分析。 

何が課題で何が必要か！等を整理・対策・実行して参ります。 

・入社式でのオルグ・各施設での組合説明会の実施の強化を行った。 

また入社式ではポケットティッシュにQRコードのシールを貼り読み取ると組合

説明、加入届のホームページに案内される様にしました。 
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（２）組合オリエンテーションを実施。 

職場委員会議を通じて職場委員の協力を得ながら、職場・事業所で組合オリの開催が

出来るよう協力を仰いで参ります。 

・所属支部以外の支部執行委員、中央執行委員が協力し組合オリの開催できたが、

すべての支部での実施は出来なかった。 

 

（３）組合員の皆さんに協力を仰ぐ。 

そもそも原点として労働組合とは、一緒に働く者同士が職場環境を共に構築して良く

していくものです。 

『組合の大切さと大きな力』を知らないままに非組合員でいる 同僚に組合加入を呼

びかける協力を仰いで参ります。 

・職場委員・支部執行員だけでなく機関紙はらから・デスクネッツで呼びかけを行

いました。 

 

２２．．職職場場委委員員のの活活動動  

 組合の組織活動を進める上で、職場委員や支部執行委員の活動が停滞し人員が不足し

ているのが現状です。それにより組合員との情報共有や労働問題の吸い上げが行えてお

らず、組合の存在意義や必要性が薄れていることが問題です。全職場にデスクネッツが

入ったことにより職場委員と組合との連絡体制を強化して職場委員会を活性化させて

いきます。 

 

（１） WEB会議で参加できる会議環境を導入し、安心・安全に配慮した職場委員会の開

催と、相互に誘い合う一声活動をもとに職場委員の出席を3分の2以上目指しま

す。 

・開催の案内を手紙だけでなく、デスクネッツやLINE等ＳＮＳや組合ホームペー

ジなどで案内を行いました。 

・佐倉支部の組合事務所のWEB会議できるように環境整備中です。 

 

（２） 「聖隷労組のてびき」や医療･福祉制度の学習を通して、労働条件や賃金の現状

を知り、職場委員の知識向上を図ります。 

   ・機関紙はらから、デスクネッツや職場委員会、支部執行委員会で労働条件・賃

金・制度などの情報発信・共有を行いました。 

 

（３） 職場委員会で委員相互・組合員相互の情報交換と親睦を図り、労働問題を共有し

職場委員と共に改善していきます。 

・デスクネッツを使い職場委員会だけでなく全組合員に労働問題を共有を行い
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ました。イベント・学習交流の案内もしました。 

 

（４） 職場委員の組合内外の活動や学習会参加を促し、それらを通し組合の存在意義

を再確認します。職場委員からの声掛けや情報発信により新規組合員の募集を

行い組合の輪を広げます。 

・組合内だけでなく県医労連、西部医労連、労金、こくみん共済コープのイベン

ト・勉強会など案内をしました。 

 

３３．．執執行行委委員員のの活活動動 

（（１１））中中央央執執行行委委員員会会 

 聖隷労組内外の会議や活動の増加、専従不在に伴い委員1人に対する負担が大きい事

が問題です。委員の参加率向上を促し、役割分担を明確化しチーム一丸となって組合

活動に取り組みます。また、無駄を省き効率化をすすめながら個人負担の軽減等を行

っていきます。 

 

①中央執行委員は『気軽に活動！スキルアップ！遣り甲斐！』をキャッチフレーズと

し活動します。 

・幹事会、経営協議会の新規に参加出来る人数も増え中央執行委員の層も厚くなり

ました。また東海北陸ブロック役員セミナーにも2名参加しスキルアップにもつ

ながりました。 

 

②令和時代に求められる『コミュニケーションスキル、交渉スキルなど』の各種スキ

ルアップが図れるよう、学習の機会を思案します。 

・県医労連等の団体交渉勉強会の参加をして交渉スキルアップにつなげました。 

 

③今までコロナ禍の影響を受け、組合活動が停滞しました。『医療福祉業界発展のた

め！』の思想にたち、健全な運営に尽力します。 

 ・停滞していたイベントや支部活動も徐々に再開しました。 

 

④リモート会議とWEB化を更にITを駆使して加速させます。手軽に合理的に組合会議

に参加出来るよう工夫します。リモート会議により関東関西地区との距離感も縮まる

と考えています。 

 ・リモート会議とWEB化だけでなく、AIボイスレコーダーも導入しました。 

 

（（２２））支支部部執執行行委委員員会会  

①支部独自の組合員要求を吸い上げ、身近な問題の要求実現を図っていきます。 
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 ・職場委員会、支部執行委員会で組合員要求を吸い上げ支部や中央執行委員会で検

討し施設との交渉や全体に関わる事や支部で交渉が出来ない場合は、労使幹事会、

経営協議会で問題解決に向けて取り組みました。 

 

②全支部で支部交渉を実施できるように、支部間の情報共有を図ると共に、学習会等

により知識を深め交渉力を身につけていきます。 

 ・支部執行委員不在の支部があり全支部での支部交渉は出来ませんでした 

 

③支部会計に責任を持ち、地域特性を活かした行事企画を推進します。 

 ・各支部ごと独自の行事や企画を検討しました。浜リハでは、初の抽選会を行いま

した。 

 

④支部執行委員の担い手を探すとともに、組合活動参加率向上を。促し各支部の活性

化を図ります。 

  ・新しい支部執行委員が入り手薄だった業種の情報も入り組織の活性化につながり

ました。 

 

４４．．役役員員専専従従のの体体制制  

①組織強化を図る為、引き続き組合員500名に1人の役員専従体制がとれるよう進めて

行きます。 

 ・元聖隷職員をプロ専従（聖隷労組が直接雇用して専従業務を行う者）に採用しよ

うと試みましたが、採用にいたらず、在籍専従（聖隷福祉事業団所属のまま休職し

て専従業務を行う者）も相応しい人材が見つからず採用が出来ませんでした。 

 

 ②組合員の中から専従の担い手を探すとともに、組織内外に協力を求めます。 

  ・引き続き相応しい人材を組織内外問わず探します。 

 

③役員専従として現状の問題を明確化し計画性を持って対応するよう、誠実で行動力

責任感のある適任者を選出していきます。聖隷労組の発展と未来を占うのは役員専従

です。組合の体制充実に向けて組合員と専従職員、書記局が一致団結し良好なコミュ

ニケーションをとりながら活動していきます。 

 ・引き続き誠実で行動力責任感のある適任者を探します。 
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４４    平平和和とと民民主主主主義義・・国国民民生生活活をを守守るる運運動動    

平和であってこそ、より良い医療・介護・福祉が実現できます。平和は私たちの様々

な要求を実現する基盤です。日本国民が平和と自由な社会の元で安心、安全な生活を営

むことができる社会を作り上げるために様々な活動に参加していきます。 

  

５５    支支部部活活動動のの総総括括  

  三三方方原原支支部部  22002244 年年度度活活動動総総括括    

１１．．病病院院・・保保健健事事業業部部ととのの支支部部交交渉渉はは、、聖聖隷隷福福祉祉事事業業団団とと労労働働組組合合ととのの協協議議方方法法とと同同様様

にに事事務務折折衝衝ににてて双双方方ででままずず意意見見交交換換、、現現状状のの確確認認をを行行いい、、重重要要事事項項ににつついいててはは支支部部

交交渉渉をを行行いい協協議議ししてていいききまますす。。  

今年度は、支部交渉を行なっておりません。三方原支部での労働相談においては、

事業団との会議の中で交渉を行いました。今後は、支部交渉の環境を整え見直し、

行なっていきます。 

 

２２．．職職場場委委員員会会ででのの組組合合員員向向けけのの勉勉強強会会をを開開催催ししてていいききまますす。。  

 職場委員会で、職場委員の役割、聖隷労働組合の組織について、組合活動でよく

用いられる用語について共有を行いました。 

 今年度より加入した、こくみん共済 coop の「交通災害共済」の保障内容の確認、

アプリの加入を行いました。 

３３．．職職場場委委員員会会にに出出ててくくるる職職場場委委員員をを増増ややしし、、三三方方原原支支部部のの組組織織強強化化をを図図りりまますす。。      

 職場委員会に参加される方が、昨年度よりも増えました。また、支部執行委員も

増えました。 

 今年度から、三方原限定の機関紙「さんつぶ」を発行しています。 

４４．．新新人人職職員員、、中中途途採採用用者者へへののオオリリエエンンテテーーシショョンンをを行行いいまますす。。  

ままだだ組組合合にに加加入入ししてていいなないい職職員員へへ組組合合加加入入ののメメリリッットトをを伝伝ええてていいききまますす。。  

4 月に行われた事業団のオリエンテーションにて、組合の説明を行いました。 

今後も、組合加入への活動を行なっていきます。 

５５．．デデススククネネッッツツをを積積極極的的にに活活用用ししてて、、三三方方原原支支部部のの活活動動をを広広めめるるととととももにに組組合合員員のの組組

合合活活動動にに対対すするる関関心心をを高高めめるる活活動動をを行行っってていいくく。。  

 デスクネッツを用いて、組合員へ情報の共有を行うことができました。今後も継

続し行なっていきます。 
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住住吉吉支支部部  ２２００２２４４年年度度活活動動総総括括    

１１．．各各職職場場でで起起ききてていいるる職職場場問問題題をを細細ややかかにに収収集集しし、、問問題題をを円円滑滑にに解解決決すするるここととでで、、職職

場場環環境境のの改改善善にに努努めめてていいききまますす。。  

毎月職場委員会を開催し情報収集、問題解決の進捗報告を行いました。 

また、デスクネッツを活用し組合員からの情報収集や状況報告に努めました。 

２２．．支支部部職職場場委委員員及及びび執執行行委委員員のの後後継継者者及及びび候候補補者者のの育育成成にに努努めめてていいききまますす。。  

浜松市リハビリテーション病院から新規の執行委員が誕生し、活動しました。 

職場委員の開催は聖隷浜松病院のみでの開催となったため、今後開催場所の拡大の

検討と後継者、候補者の育成に努めていきます。 

３３．．支支部部組組合合員員がが支支部部活活動動内内容容をを理理解解ででききるるよよううなな活活動動周周知知にに努努めめてていいききまますす。。  

デスクネッツを活用し周知に努めました。 

４４．．支支部部組組合合員員がが満満足足ででききるるよよううなな企企画画のの検検討討･･開開催催にに努努めめまますす。。  

福利厚生部とともに抽選会の企画・運営を行いました。 

５５．．支支部部組組合合加加入入率率がが全全職職員員のの 5500  %%以以上上をを目目指指すす活活動動にに努努めめまますす。。  

新入職員向けの勧誘活動を実施したが、支部組合加入率 50％を超えるには至りま

せんでした。 

 

 

福福祉祉支支部部  ２２００２２44 年年度度活活動動総総括括  

１１．．各各職職場場委委員員にに協協力力をを仰仰ぎぎ組組合合員員をを増増ややししまますす。。  

組組合合員員がが増増ええるるここととでで『『組組織織拡拡大大・・交交渉渉力力』』がが高高ままりり、、定定年年ままでで働働きき続続けけ易易いい環環境境

ににつつななががるるとと考考ええてていいまますす。。  

  

  職場委員への組合への加入促進依頼まで到達できませんでした。 

 

２２..  職職場場委委員員会会のの参参加加率率増増加加をを図図るるたためめ、、引引きき続続ききリリモモーートトででのの会会議議をを実実施施しし、、職職場場

委委員員がが参参加加ししややすすいい組組織織運運営営ををししまますす。。  

ままたたデデススククネネッッツツをを活活用用しし、、職職場場委委員員会会開開催催のの通通知知やや職職場場会会のの議議題題をを事事前前にに周周知知しし

活活発発なな意意見見交交換換ととななるる様様図図るるととととももにに、、各各職職場場のの問問題題をを円円滑滑にに共共有有ででききるるよよううににしし

まますす。。  

会会議議後後ににはは各各職職場場委委員員へへ議議事事録録をを配配布布ししてて、、福福祉祉職職場場委委員員会会のの存存在在アアピピーールルとと参参加加

者者拡拡大大をを目目指指ししまますす。。  

 

職場委員会は、リモートで実施することで毎月開催することが出来ました。 

活動が停滞している横浜支部の一部職場委員にも合同で参加していただくことが

でき、情報共有等が行えました。 
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会議後の議事録は、デスクネッツにて配信、情報共有し、組合活動の見える化を促

しました。 

 

３３..  昨昨年年度度にに引引きき続続きき、、労労働働者者ととししててのの知知識識向向上上をを図図るるたためめ、、学学習習会会のの実実施施ややセセミミナナ

ーー等等のの紹紹介介ををししてていいききまますす。。  

    

議事録の添付資料として、学習会やセミナーの紹介を行いました。 

 

４４..  組組合合員員がが組組合合活活動動にに関関心心ををももっっててももららええるるよようう、、文文化化レレククリリエエーーシショョンン活活動動、、福福

利利厚厚生生活活動動にに取取りり組組みみまますす。。  

 

今年度は福祉支部としての催し物の実施はできませんでした。その代わり文化レク

リエーション部、福利厚生部の企画に関してデスクネッツを活用し、福祉組合員へ

アナウンスを行い、企画参加を促しました。 

 

５５..    よよりり良良いい社社会会をを構構築築すするるたためめ、、署署名名等等のの社社会会貢貢献献活活動動へへのの取取りり組組みみをを行行いいまますす。。  

 

各機関から出されている署名の案内を行いました。 

 

 

佐佐倉倉支支部部  ２２００２２４４年年度度  活活動動総総括括  

１１．．職職場場委委員員会会・・執執行行委委員員会会ににつついいてて  

組組合合員員、、組組合合役役員員のの連連携携にによよりり職職場場委委員員のの選選出出ををししてて、、定定期期的的なな委委員員会会のの開開催催をを目目

指指ししまますす。。  

 

役員専従不在により、職場委員の選出をし定期的な委員会の開催をすることは出来

ませんでしたが、閉鎖されて物置化していて使えるスペースがなかった組合事務所

を使用可能な状態に戻しました。 

 

２２．．組組織織拡拡大大ににつついいてて  

オオルルググ活活動動をを行行いい、、新新規規組組合合員員のの加加入入促促進進にに努努めめまますす。。  

 

役員専従不在により、積極的なオルグ活動、新規組合員の加入促進は出来ませんで

した。 
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３３．．文文レレクク・・福福利利厚厚生生ににつついいてて  

アアククアアユユーーカカリリ・・酒酒々々井井湯湯楽楽のの里里、、ホホッットトヨヨガガララボボ等等のの新新規規施施設設のの追追加加をを行行っってていい

ききまますす。。  

 

福利厚生の新規施設検討は出来ませんでした。 

アクアユーカリは閉店になり福利厚生の施設から外れました。 

  

４４．．そそのの他他  

事事務務所所のの有有効効活活用用ににつついいてて検検討討ししまますす。。  

  

ウェブ会議が出来るように検討しているが現時点は、まだ電波の入りが悪い関係で、

進んでません。 

 

 

横横浜浜支支部部  22002244 年年度度活活動動総総括括  

11..  職職場場委委員員会会・・執執行行委委員員会会ににつついいてて  

毎毎月月第第 33 金金曜曜日日 1188::0000～～1199::0000 にに職職場場委委員員会会、、同同日日 1199：：0000～～2200：：0000 にに支支部部執執行行委委員員

会会をを開開催催ししまますす。。  

 

一部福祉施設、公益施設にて、福祉支部と合同で職場委員会を開催することが出来

ました。 

 

２２．．組組織織拡拡大大ににつついいてて  

看看護護部部はは新新入入職職員員へへのの新新人人研研修修のの中中でで勧勧誘誘活活動動をを行行っってていいききまますす。。  

医医療療技技術術職職へへはは、、各各職職場場でで職職場場委委員員がが勧勧誘誘活活動動をを行行っっててききまますす。。  

職職場場委委員員、、支支部部執執行行員員をを勧勧誘誘しし、、各各職職場場のの問問題題にに取取りり組組みみ、、組組織織拡拡大大をを目目指指ししまますす。。  

 

新規組合員獲得のための活動は停滞していましたが、デスクネッツを活用し、組合

活動の見える化を実践しました。 

 

３３．．レレククリリエエーーシショョンン・・福福利利厚厚生生ににつついいてて  

組組合合員員にに魅魅力力ののああるるレレククリリエエーーシショョンンをを実実施施ししてていいききまますす。。  

組組合合員員がが必必要要ととししてていいるる福福利利厚厚生生をを検検討討しし実実施施ししまますす。。  

 

組合員に魅力のあるレクリエーションの実施、福利厚生の検討まで至りませんでし

た。 
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４４．．そそのの他他  

職職員員のの労労働働環環境境のの改改善善、、離離職職率率のの低低減減ににつつななががるるよようう働働ききかかけけまますす。。  

 

  組合員から寄せられる労働相談に関して、逐一対応を行ってきました。 

 

淡淡路路支支部部  22002244 年年度度活活動動総総括括  

１．支部会の開催 

毎月第三金曜日 18 時から定期的に支部会を開催できており、不参加の組合員の声も支

部会に出席した組合員が伝えてくれています。淡路支部の取り組みを議事録に残し、議

事録を振り返ることで疑問点を解消することもできました。 

 

２．活動 

支部会では各職場での労働問題の解消を目標に会議を行っています。聖隷グループ全体

のルール改定を行うことで解決できそうな問題においては、春闘・秋闘などのアンケー

トで組合員の意見を積極的に述べるように広報しました。 

 

３．組織拡大 

業務内容における疑問点の相談を受けた際に、疑問解決に向けて方向性を提案するとと

もに組合への勧誘もすすめています。 

 

４．福利厚生・レクリエーション 

燃料費高騰のため、公共交通機関の料金改訂がありました。淡路支部が指定している公

共交通機関利用料の補助価格について見直しを行いました。 

 

 

阪阪神神支支部部  ２２００２２４４年年度度総総括括  

 

「「連連帯帯感感をを持持ちち、、よよりりよよいい職職場場環環境境のの構構築築をを目目指指すす」」  

昨昨年年同同様様、、阪阪神神支支部部でではは、、宝宝塚塚エエデデンンのの職職員員がが中中心心ととななっってて活活動動をを行行いい、、他他職職場場ととのの情情

報報収収集集やや、、働働ききややすすいい職職場場環環境境をを目目指指しし、、悩悩みみななどど出出さされれたた意意見見をを検検討討ししてて取取りり組組んんでで

いいききまますす。。ままたた組組合合員員同同士士がが活活発発なな意意見見交交換換やや悩悩みみごごととななどどをを共共有有ででききるるよようう、、現現在在のの

共共有有のの仕仕方方をを継継続続やや見見直直ししをを行行いい、、支支部部員員全全体体でで考考ええてて解解決決ししてていいけけるるよようう継継続続ししてて

取取りり組組んんででいいききまますす。。組組織織率率拡拡大大のの為為、、支支部部ととししてて新新たたなな組組合合員員拡拡大大をを行行ええるるよようう、、取取

りり組組みみをを行行いいまますす。。  
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・毎月第 3 金曜日に「宝塚エデンの園」の職員休憩室にて、17 : 45 より職場委員会、

及び終了後に支部執行委員会を行いました。 

・職場委員会で出された職場の悩みや働き方に対する意見などから、取り組みを進め

ました。また支部執行委員会では、職場委員会で出された意見をまとめ、今後の活

動への反映や、中央執行委員会への議題の提出、支部内の交流などを検討しました。 

・中央執行委員会にも参加し、他支部の委員と関わりを持つことができました。 

・組織拡大や情報共有を行う為、LINE のオープンチャット機能を使い、会議への参加

の呼び掛けを 重点的に行いました。またデスクネッツを使用し、会議録の回覧や

取り組みを伝えたり、組合員の意見交換の場とするなど、WEB を使用して組合員が参

加しやすい方法を考えました。 

・支部内の交流を図る為、２０２４年１１月に交流会を参加し、支部内組合員で交流

しました。また福利厚生については、各補助について組合員の意見を集約し、見直

しや検討を行いました。 

 

 

奈奈良良支支部部 22002244 年年度度活活動動総総括括  

１１．．会会議議形形式式ににつついいてて  

毎月第三木曜日に職場委員会を開催、支部執行委員会は職場委員会までに開催。 

形式：通常会議とリモート会議の併用で実施する。 

時間：18：00～19：00 

 

２２．．組組織織拡拡大大ににつついいてて  

新人オリエンテーションの際に組合加入を継続。 

職員の新人研修の中で組合オリエンテーションは継続して実施できている。 

 

３３．．レレククリリエエーーシショョンン・・福福利利厚厚生生  

今年度はコロナ後初の親睦会を開催した。また家族で参加できるいちご狩り企画を開催

し好評であった。 

コロナ禍では組合員の集まる場が職場会議だけで悩みの共有や関係性の構築が難しい

現状であった。今年度は食事やレクリエーション活動を久々に開催することができ、組

合員同士の交流を持つことができた。次年度も引き続き交流活動を計画し開催予定。ま

た、参加が困難な組合員の方へも還元ができるよう、意見を収集し福利厚生の内容を検

討していく。 
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４４．．そそのの他他  

①情報共有について 

リモート会議や情報共有のツールとして LINE を活用しているが、今年度よりデスクネ

ッツの活用を開始し、組合員それぞれに合ったツールを活用して情報収集ができるよう

になった。 

 

 

６６  専専門門部部活活動動のの総総括括  

教教育育宣宣伝伝部部  ２２００２２４４年年度度活活動動総総括括  

 

１１．．活活動動のの見見ええるる化化、、組組合合員員のの利利便便性性向向上上ののたためめホホーームムペペーージジをを改改善善ししまますす。。ままたたホホーー

ムムペペーージジ、、TTwwiitttteerr ななどどのの SSNNSS をを活活用用しし組組合合員員へへのの有有益益なな情情報報提提供供とと労労働働へへのの知知識識

向向上上をを進進めめるるササイイトトをを作作っってていいききまますす。。  

 

ホームページ、Twitter などのＳＮＳを活用し組合員への有益な情報共有と知識向

上を進めるサイトの作成まで至りませんでした。 

 

２２．．機機関関紙紙「「ははららかからら」」をを発発行行しし、、組組合合活活動動やや福福利利厚厚生生のの周周知知、、情情報報発発信信をを図図りりまますす。。  

 

定期的にのはらからを発行することにより、組合活動や福利厚生の周知、情報発信

に努めました。 

発行の時期について計画を立て、効率よく作成することに努めました。（2 ヵ月毎に

発行） 

 

３３．．労労働働組組合合ををよよりり身身近近にに感感じじらられれるるよよううなな広広報報活活動動をを行行いいまますす。。  

    

労働組合を身近に感じられるよう広報活動（入職オリ、各支部オリ）で勧誘活動を

行いました。 

（ポケットティッシュの裏に QR コードを貼り配る、PP を使用して説明する、等。） 
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組組織織部部  ２２００２２44 年年度度活活動動総総括括  

 

１１．．支支部部執執行行委委員員とと協協力力しし組組織織拡拡大大ののたためめ、、各各支支部部ででののオオルルググ活活動動をを支支援援ししてていいききまますす。。  

 

辞令交付式時や、一部事業部での入社式にて組合の説明、勧誘を行ったおかげで、

多数の新入職員の加入に繋げることが出来ました。 

 

２２．．パパーートト・・アアルルババイイトト職職員員のの組組織織拡拡大大をを図図るるたためめのの、、組組合合費費のの見見直直ししとと検検討討をを行行いいまま

すす。。  

 

パート・アルバイト職員の組織拡大を図るための組合費の見直しを進める活動まで

至りませんでした。 

 

３３．．労労働働組組合合員員ののわわかかりりややすすくく使使いいややすすいい組組合合のの手手引引ききをを目目指指しし発発行行ししてていいききまますす。。  

 

組合の手引き発効まで至りませんでした。 

 

 

  福福利利厚厚生生部部  22002244 年年度度  活活動動総総括括    

 

１１．．指指定定店店のの売売りり出出ししとと抽抽選選会会をを継継続続ししまますす  

 

2025 年 1 月に浜リハ、2 月に三方原、5 月に住吉にて抽選会を行いました。 

 

２２．．専専門門部部会会をを定定期期的的にに開開催催しし、、福福利利厚厚生生活活動動をを継継続続ししてていいききまますす  

 

月に１回定期的に部会を実施しました。 

 

３３．．組組合合員員にに対対しし、、ろろううききんん・・全全労労済済・・医医労労連連共共済済をを紹紹介介しし広広めめてていいききまますす  

 

2024 年 11 月よりこくみん共済 coop の「交通災害共済」に加入しました。 

抽選会において、保障内容の確認とアプリの説明を行いました。 

 

 

 

 

─ 29 ─



【こくみん共済COOP(全労済)における聖隷労組実績】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【静岡県労働金庫における聖隷労組の実績】2025年3月31日現在 

預金残高 4,148,509,612円 

融資残高 3,547,629,882円 

 
〈新規件数〉 

財形新規 一般  3件、住宅  0件、年金  0件 

財形契約件数 一般 314件、住宅 12件、年金 51件 

エース預金新規 5件  

エース預金契約件数 113件  

給振新規 25件  

給振契約件数 266件  

有担保ローン新規件数 13件  

無担保ローン新規件数 33件  

マイプラン新規件数 2件  

マイプラン契約件数 77件  

 

 ２０２５年３月末 

件数 口数 

団体せいめい共済 2,085 67,830 

慶弔共済 0 0 

交通災害共済 2,082 21,035 

火災共済 24 7,248 

自然災害共済 20 5,496 

借家人賠償責任特約 2 300 

団体ねんきん共済 103 1,017 

個人ねんきん共済 16 4,398 

マイカー共済 67 18,152 

自賠責共済 3 900 

個人長期共済 12 1,625 

終身共済 11 1,139 

こくみん共済 89 19,632 
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文文化化レレククリリエエーーシショョンン部部  22002244 年年度度  活活動動総総括括  

 

１１．．福福利利厚厚生生部部、、青青年年部部とと合合同同ででココロロナナ禍禍ででもも開開催催でできき、、組組合合員員同同士士のの親親睦睦がが深深ままるるよよ

ううなな、、企企画画をを運運営営ししてていいききまますす。。  

 

福利厚生部と協力して、ディズニーツアーの開催、春の組合のイベント（新年度会

と新人歓迎会）の開催を行いました。また、ラグーナ・ナガシマスパーランドの補

助額の決定を行いました 

 

 

２２．．新新規規組組合合員員のの加加入入促促進進をを行行っってていいききまますす。。  

 

三方原支部と協力し、オリエンテーションを行いました 

オリエンテーションに用いるスライドの作成編集を行いました。 

 

 

労労働働条条件件対対策策部部 22002244 年年度度活活動動総総括括  

 

１１．．『『働働きき方方改改革革』』ににおおいいてて同同一一労労働働同同一一賃賃金金のの定定義義をを基基準準ににしし、、定定年年ままでで健健康康ででイイキキ

イイキキとと働働きき続続けけらられれるる労労働働条条件件のの維維持持とと改改善善にに努努めめまますす。。ままたた『『生生涯涯現現役役!!  !!』』でで

社社会会貢貢献献ががででききるるここととをを視視野野にに入入れれまますす。。  

  

就業規則等の改定においては、組合員が不利益を被らないかチェック及び事業団と

の協議を行ってきました。 

また随時寄せられる労働相談においても、事業団との会議の議題としてあげ、現場

状況の実態を知ってもらう題材として活用してきました。 

 

２２．．多多様様なな働働きき方方『『育育児児・・介介護護、、6600 歳歳以以上上のの再再雇雇用用、、ガガンンににななっっててもも働働きき続続けけらられれるる』』

にに対対応応すするる各各種種制制度度がが形形骸骸化化ししなないいここととをを目目指指ししまますす。。  

 

各種制度が形骸化しないよう「秋闘アンケート調査」を継続して行い、課題に対し

て交渉しました。 

両立支援における課題に関しても協議の場であげ、現場の実態を認識してもらうよ

う努めました。 
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３３．．長長時時間間残残業業のの是是正正、、年年次次有有給給休休暇暇のの取取得得向向上上等等をを鑑鑑みみ『『秋秋闘闘アアンンケケーートト調調査査』』をを実実

施施・・集集計計・・分分析析ををししまますす。。実実態態把把握握のの補補強強ととししてて定定期期的的にに職職場場委委員員会会ややデデススククネネッッ

ツツをを活活用用しし、、組組合合員員にによよるる現現状状のの声声をを集集約約しし、、切切実実なな職職場場のの実実態態をを基基にに改改善善にに努努めめ

まますす。。  

 

秋闘アンケートにおける記述箇所を集約し、「組合員からの声」として事業団へ提

出しました。 

毎月の公休消化が全ての職場において消化できるよう「公休割れ調査アンケート」

を実施、その結果を事業団へ提出、是正を求めました。 

 

４４．．IITT をを活活用用しし、、QQRR ココーードドにによよるるアアンンケケーートト入入力力をを継継続続しし調調査査・・集集計計作作業業ををススムムーーズズ

にに効効率率よよくく行行いいまますす。。集集約約ししたたアアンンケケーートトはは貴貴重重なな生生のの声声ととししてて労労使使交交渉渉にに活活かかしし

てて参参りりまますす。。  

専専門門部部会会会会議議ははリリモモーートト会会議議にによよりり移移動動時時間間ををカカッットトししてて、、必必要要時時開開催催をを実実施施ししまま

すす。。  

 

専門部会の開催は毎月実施はしませんでしたが、必要時メール等でのやり取りやリ

モートでの会議は継続して実施。効率的に実施することができました。 

委託業者の活用、ＱＲコードによるアンケート調査により収集、分析をスムーズに

行うことができました。 

 

５５．．夜夜勤勤ののああるる職職場場・・職職種種ににおおいいてて夜夜勤勤ははひひとと月月 88 回回ままででをを基基準準ととししまますす。。ままたた夜夜間間のの

休休憩憩中中ににナナーーススココーールルとと連連動動すするる PPHHSS をを所所持持ししなないい等等のの、、労労働働環環境境のの前前進進にに努努めめまま

すす。。  

 

秋闘アンケートを基に、夜勤業務のある職場の実態把握に努めました。 

夜間休憩取得に関しての課題に関しては、随時寄せられる労働相談を元に、事業団

との交渉に努めてきました。 

 

６６．．育育児児支支援援制制度度ににああたたるる『『妊妊産産婦婦のの業業務務軽軽減減・・夜夜勤勤免免除除、、育育児児ににおおけけるる休休暇暇・・夜夜勤勤免免

除除、、ワワーーククシシェェアアリリンンググ』』とと介介護護支支援援制制度度ににああたたるる『『介介護護短短時時間間勤勤務務、、夜夜勤勤免免除除』』

等等をを組組合合ホホーームムペペーージジ・・機機関関紙紙ははららかかららをを活活用用しし、、啓啓発発活活動動をを続続けけてていいききまますす。。  

 

日本医労連発行の「みんなの権利ノート（旧女性の権利ノート）」「育メンノート」

を聖隷労組ホームページにアップし啓蒙活動を継続しました。 
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７７．．労労働働相相談談にによよりり前前進進ししたた内内容容をを機機関関誌誌ははららかかにに掲掲載載しし、、労労働働組組合合のの大大切切ささををアアピピーー

ルルししてて組組合合員員がが活活かかせせるる情情報報のの共共有有化化をを図図りりまますす。。  

 

今まで対応した労働相談の対応に関しては、はらから掲載までいたりませんでした。 

 

 

賃賃金金対対策策部部  ２２００２２４４年年度度活活動動総総括括  

 

１１．．日日本本労労働働組組合合連連合合会会ななどどのの関関連連労労働働組組合合とと連連携携をを取取りり、、他他のの近近隣隣病病院院のの賃賃金金・・諸諸手手

当当のの情情報報収収集集にに努努めめ、、春春闘闘ななどどのの賃賃金金交交渉渉にに活活かかししてていいききまますす。。  

 

 勤勉手当(春のボーナス)については、労働組合の要求は、プロック職員・地域総

合職員・地区限定職員・エルダー職員 A に 0.3 カ月の要求を行いました。また、こ

れに加えて物価上昇による臨時特別手当として全職員に 30,000 円の支給を要求し

ました。 

これに対する事業団回答は「ブロック職員・地域総合職員:0.3 カ月、地区限定職

員・エルダー職員 A に 0.27 カ月を支給する。また、パート・アルバイト、エルダ

ーB、非常勤職員に対して特別手当 20,000 円を支給する」というものでした。 

これを踏まえて 2025 年 3 月 4 日の経営協議会で交渉しました。支給月数、特別

手当共に要求に届くものではなかったため、後日再交渉を行うこととなりました。

組合としては特別手当 20,000 円を全職員に支給することを最低ラインと考えて再

交渉に臨みましたが、事業団は支給内容を変更せず、交渉は決裂となりました。 

 

２２．．春春闘闘アアンンケケーートトのの結結果果のの分分析析をを行行いい、、組組合合員員かかららのの声声ををよよりり反反映映ししたた要要求求書書のの作作成成

とと交交渉渉にに活活かかししてていいききまますす。。  

2024 年度の春闘アンケート回答人数は 641 名( 2023 年は 636 名) でした。組合

員からの声を反映し 2025 年春闘要求書を事業団に提出し、4 月より交渉を行いま

した。 

アンケートの中で意見の多かった「5%の基本給の増額」、「人員不足に対する手当、

補償の新設」、「危険が伴う業務への手当、補償の新設」、「55歳での昇給停止の撤廃、

及びエルダーA 移行時の減給の撤廃」、「エルダーB 職員、パート・アルバイト職員

の時給の増額」の 5 つの項目について要求しました。今回の交渉では増額や新設と

いった回答は得られませんでしたが、一部については前向きに検討しているとの回

答が得られたものもありました。 

また今年度の春闘アンケートでは、回答数を上げる工夫として、回答率の高かっ

た職場にお菓子を配る試みを行いました。その結果、アンケートの回答形式をイン
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ターネットのみとしたにも関わらず、前年度を上回る回答数となりました。 

 

３３．．人人事事院院勧勧告告説説明明会会にに参参加加すするるととととももにに、、世世情情のの動動向向ににもも常常にに注注視視しし交交渉渉にに役役立立ててまま

すす。。  

 

令和 6 年の人事院勧告は 8 月 8 日に勧告されました。今年度は、昨年度比で賞与

が 0.1 カ月のアップ(年間支給月数：4.6 カ月)でした。俸給表の改定については、

初任給の引き上げ（高卒：約 12.8％、大卒：約 12.1％）を始め、今年度も若年層

に重点を置いて引き上げが行われました。 
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月日 活動内容 月日 活動内容
6月1日 県医労連部会 8月8日 文化レクリェーション部会
6月4日 経営協議会 福利厚生部会
6月11日 労福協制度政策委員会 8月9日 中央執行委員会
6月12日 賃金対策部会 8月15日 奈良支部会議

健康保険組合監事監査 西部医労連定例会
6月13日 ケア労働者賃上げPT会議 8月16日 淡路支部会議
6月14日 中央執行委員会 阪神支部会議
6月18日 福祉支部会議 8月20日 福祉支部会議

住吉支部会議 住吉支部会議
労金運営委員交流集会 浜松市保健医療審議会

6月19日 三方原支部会議 8月21日 三方原支部会議
奈良支部会議 奈良支部会議

6月20日 奈良支部会議 8月23日 労金運営委員会
西部医労連定例会 8月27日 労使幹事会

6月21日 淡路支部会議 三役会
阪神支部会議 9月3日 経営協議会

6月25日 労使幹事会 9月4日 賃金対策部会
三役会 9月6日 労福協会議

6月27日 文化レクリェーション部会 9月7日 県医労連定期大会
福利厚生部会 9月12日 文化レクリェーション部会

6月28日 臨時中央執行委員会 福利厚生部会
浜松市労働者福祉協議会　通常総会 労福協制度政策委員会

6月29日 一般病院部会 ケア労働者賃上げPT会議
賃金対策部会 9月13日 中央執行委員会

7月2日 経営協議会 9月17日 福祉支部会議
7月3日 労福協制度政策委員会 住吉支部会議
7月5日 臨時福利厚生部会 9月18日 三方原支部会議
7月11日 文化レクリェーション部会 奈良支部会議

福利厚生部会 9月19日 奈良支部会議
ケア労働者賃上げPT会議 西部医労連定例会

7月12日 中央執行委員会 9月20日 淡路支部会議
福祉基金委員会 阪神支部会議

7月16日 住吉支部会議 9月24日 労使幹事会
健保組合会議 労金運営委員会

7月17日 三方原支部会議 9月26日 三役会
奈良支部会議 9月27日 全労済会議
労福協制度政策委員会 10月1日 経営協議会

7月18日 奈良支部会議 10月2日 賃金対策部会
西部医労連定例会 10月3日 労金会議

7月19日 淡路支部会議 奈良支部会議
阪神支部会議 10月7日 日本医労連福祉部会会議

7月20日 県医労連部会 10月10日 文化レクリェーション部会
7月22日 労金運営委員会 福利厚生部会
7月26日 互助会理事会 労福協制度政策委員会
7月27日 第72回定期大会 10月11日 中央執行委員会
7月30日 労使幹事会 10月15日 福祉支部会議

三役会 住吉支部会議
8月5日 県評ケア労働者PT会議 10月16日 三方原支部会議
8月6日 経営協議会 全労済会議
8月7日 賃金対策部会 10月17日 奈良支部会議
8月8日 労働条件対策部会 西部医労連会議

2024年度　活動日誌
(2024年6月1日～2025年5月31日)
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月日 活動内容 月日 活動内容
10月17日 全労済浜松地区会議 1月9日 福利厚生部会
10月18日 淡路支部会議 1月10日 中央執行委員会

阪神支部会議 1月14日 ケア労働者賃上げPT会議
10月20日 西部医労連会議 1月15日 三方原支部会議

労福協まつり 奈良支部会議
10月21日 労金運営委員会 1月16日 奈良支部会議
10月22日 教育宣伝部会 賃金対策部会
10月24日 全労済浜松地区会議 西部医労連定例会
10月26日 一般病院部会 1月17日 淡路支部会議
10月29日 労使幹事会 阪神支部会議

三役会 1月20日 臨時賃金対策部会
11月2日 県医労連部会 1月21日 福祉支部会議
11月5日 経営協議会 住吉支部会議
11月6日 賃金対策部会 1月25日 県医労連部会

ケア労働者賃上げPT会議 1月28日 労使幹事会
11月7日 労金秋季代表会議 三役会
11月8日 中央執行委員会 1月29日 全労済運営委員会

労福協制度政策委員会 1月31日 浜松リハビリテーション病院抽選会
11月14日 文化レクリェーション部会 労金運営委員会

福利厚生部会 2月1日 一般病院部会
11月15日 淡路支部会議 2月3日 臨時三方原支部会議

阪神支部会議 2月4日 経営協議会
11月19日 福祉支部会議 2月6日 賃金対策部会

住吉支部会議 2月12日 聖隷健康組合会
11月20日 三方原支部会議 ケア労働者賃上げPT会議

奈良支部会議 2月13日 文化レクリェーション部会
11月21日 奈良支部会議 福利厚生部会

西部医労連定例会 2月14日 中央執行委員会
11月25日 臨時福利厚生部会 2月16日 臨時福祉支部会議
11月26日 労使幹事会 2月18日 福祉支部会議

三役会 住吉支部会議
11月28日 労金運営委員会 2月19日 三方原支部会議
12月3日 経営協議会 奈良支部会議
12月4日 賃金対策部会 2月20日 臨時三方原支部会議
12月10日 全労済西部支所会議 奈良支部会議
12月12日 文化レクリェーション部会 西部医労連定例会

福利厚生部会 2月21日 淡路支部会議
12月13日 中央執行委員会 阪神支部会議
12月14日 県医労連部会 2月25日 労使幹事会
12月16日 労金運営委員会 三役会

ケア労働者賃上げPT会議 2月28日 三方原病院売り出し・抽選会
12月17日 福祉支部会議 福祉基金委員会

住吉支部会議 互助会理事会
12月18日 三方原支部会議 3月4日 経営協議会

奈良支部会議 3月5日 教育宣伝部
12月19日 奈良支部会議 3月6日 賃金対策部会

西部医労連定期大会 3月13日 文化レクリェーション部会
12月20日 淡路支部会議 福利厚生部会

阪神支部会議 浜松市保健医療審議会
12月24日 労使幹事会 3月14日 中央執行委員会

三役会 3月15日 県医労連部会
1月7日 経営協議会 3月17日 西部医労連定例会
1月9日 文化レクリェーション部会 福祉部会運営委員会
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月日 活動内容 月日 活動内容
3月18日 福祉支部会議 5月8日 労福協制度政策委員会

住吉支部会議 5月9日 中央執行委員会
労使幹事会 5月10日 ケア労働者賃上げPT会議

3月19日 三方原支部会議 静岡県評議会
奈良支部会議 5月13日 経営協議会
賃金対策部会 5月15日 奈良支部会議

3月20日 奈良支部会議 西部医労連定例会
3月21日 教育宣伝部 5月16日 淡路支部会議

淡路支部会議 阪神支部会議
阪神支部会議 5月20日 福祉支部会議

3月22日 医労連東海北陸ブロック役員セミナー 住吉支部会議
3月23日 医労連東海北陸ブロック役員セミナー 5月21日 三方原支部会議
3月24日 ケア労働者賃上げPT会議 奈良支部会議
3月25日 三役会 日本医労連福祉部会

新人オリエンテーション 5月22日 労金春季会員代表会議
3月28日 労金運営委員会 日本医労連福祉部会
4月3日 賃金対策部会 5月27日 労使幹事会
4月8日 経営協議会 三役会
4月10日 文化レクリェーション部会 全労済会議

福利厚生部会 5月30日 浜松病院売り出し・抽選会
4月11日 中央執行委員会
4月15日 福祉支部会議

住吉支部会議
4月16日 三方原支部会議

奈良支部会議
労福協制度政策委員会

4月17日 奈良支部会議
西部医労連定例会
ケア労働者賃上げPT会議

4月18日 淡路支部会議
阪神支部会議

4月19日 県医労連部会
4月22日 労使幹事会

三役会
4月24日 互助会選挙
4月25日 労金運営委員会
4月30日 ケア労働者賃上げPT会議

静岡県評議会
5月1日 賃金対策部会

メーデー
5月8日 文化レクリェーション部会

福利厚生部会
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2024 年度(令和 6 年度)会計報告 
 

2024 年度(令和 6 年度)決算書 
2024 年（令和 6 年）6 月 1 ⽇〜2025 年（令和 7 年）5 月 31 ⽇ 
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（収入の部） (単位:円) （支出の部） (単位:円)

科               目 予算額 決算額 差  異 科               目 予算額 決算額 差  異

組 合 費 収 入 94,999,008 95,479,877 -480,869 専 門 部 費 21,600,000 10,224,480 11,375,520

手 数 料 収 入 1,800,000 1,698,801 101,199 (内訳)   旅行補助費 15,000,000 9,471,589 5,528,411

雑 収 入 170,000 139,141 30,859            文化ﾚｸﾚｰｼｮﾝ部費 200,000 217,600 -17,600

受 取 利 息 30,000 153,080 -123,080            賃金対策部費 200,000 176,600 23,400

退 職 給 与 引 当 金 取 崩 額 550,000 553,500 -3,500            労働条件対策部費 300,000 14,750 285,250

当 期 収 入 合 計 （ Ａ ） 97,549,008 98,024,399 -475,391            組織・教育宣伝部費 5,000,000 59,781 4,940,219

前 期 繰 越 収 支 差 額 124,330,414 124,330,414 0            福利厚生部費 900,000 284,160 615,840

収 入 合 計 （ Ｂ ） 221,879,422 222,354,813 -475,391 研 修 費 1,000,000 0 1,000,000

国 民 運 動 費 1,000,000 0 1,000,000

（支出の部） (単位:円) 組 織 共 済 11,000,000 5,791,056 5,208,944

科              目 予算額 決算額 差  異 助 け 合 い 共 済 支 出 17,000,000 11,671,000 5,329,000

人 件 費 25,717,228 19,495,380 6,221,848 会 費 分 担 金 5,445,900 5,537,900 -92,000

(内訳)　事務員給与 21,000,000 14,722,066 6,277,934 行 動 旅 費 10,000,000 4,350,434 5,649,566

　　　  　法定福利費 4,000,000 2,392,606 1,607,394 租 税 公 課 200,000 100,000 100,000

　　　  　福利厚生費 650,000 377,327 272,673 支 部 活 動 費 特 別 会 計 繰 入 額 4,155,357 4,155,357 0

　　　  　退職金 0 553,500 -553,500 役 員 専 従 特 別 会 計 繰 入 額 0 0 0

　　　　　退職給与引当金繰入 67,228 1,449,881 -1,382,653 医 労 連 共 済 ・ 団 体 共 済 300,000 246,480 53,520

書 記 局 費 14,130,000 8,774,007 5,355,993 大 規 模 修 繕 準 備 金 繰 入 3,500,000 3,500,000 0

(内訳)　通信費 2,500,000 1,569,812 930,188 闘 争 積 立 金 繰 入 10,000,000 10,000,000 0

　　　  　旅費交通費 100,000 2,950 97,050 予 備 費 93,530,937 0 93,530,937

　　　  　交際費 130,000 88,152 41,848 当 期 支 出 合 計 （ Ｃ ） 221,879,422 87,480,726 134,398,696

　　　  　水道光熱費 650,000 474,294 175,706 当 期 収 支 差 額 （ Ａ ） － （ Ｃ ） -124,330,414 10,543,673 -134,874,087

　　　  　事務処理費 3,800,000 3,018,184 781,816 次 期 繰 越 差 額 （ Ｂ ） － （ Ｃ ） 0 134,874,087 -134,874,087

　　　  　新聞図書費 450,000 336,088 113,912

　　　  　修繕費 1,500,000 380,170 1,119,830

　　　  　雑費 2,500,000 1,556,727 943,273

　　　  　什器備品購入費 1,000,000 467,630 532,370

　　　  　顧問料 1,500,000 880,000 620,000

会 議 費 3,300,000 3,634,632 -334,632

令和6年度収支決算書

自　令和6年6月  1日

至　令和7年5月31日
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（収入の部） (単位:円) （支出の部） (単位:円)

科               目 予算額 決算額 差  異 科               目 予算額 決算額 差  異

組 合 費 収 入 94,999,008 95,479,877 -480,869 専 門 部 費 21,600,000 10,224,480 11,375,520

手 数 料 収 入 1,800,000 1,698,801 101,199 (内訳)   旅行補助費 15,000,000 9,471,589 5,528,411

雑 収 入 170,000 139,141 30,859            文化ﾚｸﾚｰｼｮﾝ部費 200,000 217,600 -17,600

受 取 利 息 30,000 153,080 -123,080            賃金対策部費 200,000 176,600 23,400

退 職 給 与 引 当 金 取 崩 額 550,000 553,500 -3,500            労働条件対策部費 300,000 14,750 285,250

当 期 収 入 合 計 （ Ａ ） 97,549,008 98,024,399 -475,391            組織・教育宣伝部費 5,000,000 59,781 4,940,219

前 期 繰 越 収 支 差 額 124,330,414 124,330,414 0            福利厚生部費 900,000 284,160 615,840

収 入 合 計 （ Ｂ ） 221,879,422 222,354,813 -475,391 研 修 費 1,000,000 0 1,000,000

国 民 運 動 費 1,000,000 0 1,000,000

（支出の部） (単位:円) 組 織 共 済 11,000,000 5,791,056 5,208,944

科              目 予算額 決算額 差  異 助 け 合 い 共 済 支 出 17,000,000 11,671,000 5,329,000

人 件 費 25,717,228 19,495,380 6,221,848 会 費 分 担 金 5,445,900 5,537,900 -92,000

(内訳)　事務員給与 21,000,000 14,722,066 6,277,934 行 動 旅 費 10,000,000 4,350,434 5,649,566

　　　  　法定福利費 4,000,000 2,392,606 1,607,394 租 税 公 課 200,000 100,000 100,000

　　　  　福利厚生費 650,000 377,327 272,673 支 部 活 動 費 特 別 会 計 繰 入 額 4,155,357 4,155,357 0

　　　  　退職金 0 553,500 -553,500 役 員 専 従 特 別 会 計 繰 入 額 0 0 0

　　　　　退職給与引当金繰入 67,228 1,449,881 -1,382,653 医 労 連 共 済 ・ 団 体 共 済 300,000 246,480 53,520

書 記 局 費 14,130,000 8,774,007 5,355,993 大 規 模 修 繕 準 備 金 繰 入 3,500,000 3,500,000 0

(内訳)　通信費 2,500,000 1,569,812 930,188 闘 争 積 立 金 繰 入 10,000,000 10,000,000 0

　　　  　旅費交通費 100,000 2,950 97,050 予 備 費 93,530,937 0 93,530,937

　　　  　交際費 130,000 88,152 41,848 当 期 支 出 合 計 （ Ｃ ） 221,879,422 87,480,726 134,398,696

　　　  　水道光熱費 650,000 474,294 175,706 当 期 収 支 差 額 （ Ａ ） － （ Ｃ ） -124,330,414 10,543,673 -134,874,087

　　　  　事務処理費 3,800,000 3,018,184 781,816 次 期 繰 越 差 額 （ Ｂ ） － （ Ｃ ） 0 134,874,087 -134,874,087

　　　  　新聞図書費 450,000 336,088 113,912

　　　  　修繕費 1,500,000 380,170 1,119,830

　　　  　雑費 2,500,000 1,556,727 943,273

　　　  　什器備品購入費 1,000,000 467,630 532,370

　　　  　顧問料 1,500,000 880,000 620,000

会 議 費 3,300,000 3,634,632 -334,632

令和6年度収支決算書

自　令和6年6月  1日

至　令和7年5月31日
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(収入の部) (単位:円)

科         目 予算額 決算額 差  異

一 般 会 計 よ り 4,155,357 4,155,357 0

当 期 収 入 合 計 （ A ） 4,155,357 4,155,357 0

前 期 繰 越 収 支 差 額 31,477,862 31,477,862 0

収 入 合 計 (B) 35,633,219 35,633,219 0

(支出の部) (単位:円)

科        目 予算額 決算額 差  異

支 部 活 動 費 35,633,219 3,290,655 32,342,564

（内訳）　三方原支部 10,905,552 1,268,525 9,637,027

　　　　　住吉支部 7,930,580 968,596 6,961,984

　　　　　福祉支部 2,538,888 748,238 1,790,650

　　　　　奈良支部 878,395 61,490 816,905

　　　　　阪神支部 730,086 155,116 574,970

　　　　　淡路支部 829,321 87,190 742,131

　　　　　横浜支部 6,092,368 1,500 6,090,868

　　　　　佐倉支部 5,728,029 0 5,728,029

当 期 支 出 合 計 （ C ） 35,633,219 3,290,655 32,342,564

当 期 収 支 差 額 （ A ） － （ C ） -31,477,862 864,702 -32,342,564

次 期 繰 越 差 額 （ B ） － （ C ） 0 32,342,564 -32,342,564

令和6年度・支部活動費特別会計決算書

自　令和6年6月 1日

至　令和7年5月31日
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(収入の部) (単位:円)

科         目 予算額 決算額 差  異

一 般 会 計 よ り 0 0 0

当 期 収 入 合 計 （ A ） 0 0 0

前 期 繰 越 収 支 差 額 118,243,711 118,243,711 0

収 入 合 計 (B) 118,243,711 118,243,711 0

(支出の部) (単位:円)

科        目 予算額 決算額 差  異

役 員 専 従 給 与 0 462,837 -462,837

当 期 支 出 合 計 （ C ） 0 462,837 -462,837

当 期 収 支 差 額 （ A ） － （ C ） 0 -462,837 462,837

次 期 繰 越 差 額 （ B ） － （ C ） 118,243,711 117,780,874 462,837

令和6年度・役員専従給与特別会計決算書

自　令和6年6月 1日

至　令和7年5月31日
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(単位:円)

0

669,138

669,138

0

1,749,199

121,000

1,870,199

-1,201,061

1,201,061

0

　　　

人件費（業務負担割合10%)

法人住民税

計

差引利益

一般会計にて補填

差引純利益

収益の部

組合売店使用料

労金事務手数料他

計

費用の部

建物減価償却費

令和6年度収益事業会計
損益計算書

自　令和6年6月 1日

至　令和7年5月31日

科          目 金           額

─ 68 ─



(単位:円)

科                 目 金             額

１増加の部

10,543,673

864,702

421,630

10,000,000

3,500,000

25,330,005

２減少の部

446,613

462,837

909,450

24,420,555

467,766,502

492,187,057

大規模修繕準備金繰入額

正味財産増減計算書

令和6年6月1日から令和7年5月31日まで

資産増加額

当期収支差額（一般会計分）

当期収支差額（支部活動費特別会計分）

当期正味財産増加額

前期繰越正味財産額

当期正味財産合計額

什器備品取得額

闘争積立金繰入額

増加額合計

資産減少額

減価償却額

減少額合計

当期収支差額（役員専従給与特別会計分）
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資産の部 (単位:円) 資産の部 (単位:円)

科　　　目 金　　　額 摘　　　　　　要 科　　　目 金　　　額 摘　　　　　　要

現 金 914,447 手持ち現金 什 器 備 品 12,387 物置（取得価額412,860）

普 通 預 金 304,005 労働金庫浜松高台支店：口座番号6207647 什 器 備 品 1,538 引き違い保管庫(取得価額51,240）

普 通 預 金 89,638,813 労働金庫浜松高台支店：口座番号0952305 什 器 備 品 464 保管庫深型(取得価額15,435）

普 通 預 金 1,957,435 労働金庫浜松高台支店：口座番号5127216 什 器 備 品 1,104 片袖ﾃﾞｽｸ(取得価額36,750）

普 通 預 金 202,974 労働金庫浜松高台支店：口座番号5551105 什 器 備 品 726 脇机(取得価額24,150）

普 通 預 金 410,364 労働金庫浜松高台支店：口座番号5540673 什 器 備 品 1,104 ｵｰﾌﾟﾝ保管庫(取得価額36,750）

普 通 預 金 309,987 中央労働金庫成田支店：口座番号5542545 什 器 備 品 15,026 ﾋﾟﾀｺﾞﾗｽ据置式中型金庫(取得価額186,480）

普 通 預 金 390,283 静岡県労金浜松高台（横）：口座番号5298531 什 器 備 品 686 ﾄﾚｰﾕﾆｯﾄ(取得価額22,785）

普 通 預 金 4,360 近畿労働金庫高田：口座番号8543753 什 器 備 品 1 事務所2階ｱｺ-ﾃﾞｨｵﾝｶ-ﾃﾝ（取得価額111,200）

定 期 預 金 199,697,833 労働金庫浜松高台支店(定期預金） 什 器 備 品 1 ﾀｲﾑﾚｺｰﾀﾞｰBX2000(取得価格23,420)

大規模修繕準備引当預金 17,000,000 労働金庫浜松高台支店(定期預金） 什 器 備 品 1 ｶﾞｽ湯沸かし器(取得価格29,778)

退職給与引当預金 7,946,233 労働金庫浜松高台支店(定期預金） 什 器 備 品 1 液晶ﾃﾚﾋﾞREGZA325A1S(取得価額45,490)

闘争積立金引当預金 189,136,990 労働金庫浜松高台支店(定期預金） 什 器 備 品 1 ﾌﾞﾙｰﾚｲ東芝SD-BD2(取得価額15,600)

立 替 金 42,100 あらたまの湯入浴券他 什 器 備 品 1 印刷機SatelioLtB300(取得価額433,650)

立 替 金 61,280 豊橋動植物公園　入園券 什 器 備 品 1 ﾄﾞｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀｰEPSON　EPSO（取得価額357,000）

立 替 金 420,700 しおりの湯入場券 什 器 備 品 1 会議録音用ｿﾆｰICﾚｺｰﾀﾞｰ（取得価額18,075）

立 替 金 276,300 OYUGIWAチケット 什 器 備 品 1 象印電気ﾎﾟｯﾄCD-PA50（取得価額10,700）

立 替 金 243,900 TOHOチケット 什 器 備 品 1 ｺﾋﾟｰ機　Imagio　MPC400（取得価額1,131,480）

立 替 金 267,800 もみかる 什 器 備 品 1 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ掃除機MC-PA22（取得価額27,915）

仮 払 金 122,810 求職者仮払金他 什 器 備 品 1 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰEB-S02H（取得価額31,886）

建 物 1,761,225 三方原組合会館(取得価額19,314,800) 什 器 備 品 1 木製ﾛｯｶｰ（取得価額34,900）

什 器 備 品 1 ﾃｰﾌﾞﾙ(取得価額367,000) 什 器 備 品 1 机120cm（取得価額19,900）

什 器 備 品 1 ｲｽ(取得価額132,400) 什 器 備 品 1 机100cm（取得価額19,600）

什 器 備 品 1 ｶｳﾝﾀｰ(取得価額152,500) 什 器 備 品 1 脇机（取得価額17,900）

什 器 備 品 1 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(取得価額70,000) 什 器 備 品 1 両開書庫ﾋﾞﾗｰｼﾞｭ（取得価額49,900）

什 器 備 品 1 ﾛｯｶｰ(取得価額112,000) 什 器 備 品 1 1FｴｱｺﾝMSZ-ZXV633S-W（取得価額278,250）

什 器 備 品 1 ｲｽ(取得価額63,000) 什 器 備 品 1 NECﾊﾟｿｺﾝVN350BSW（取得価額210,000）

什 器 備 品 1 ｿﾌｧ、ﾛｯｶｰ(取得価額64,500)　　 什 器 備 品 1 専従用ﾃﾞｨｽｸﾄｯﾌﾟﾊﾟｿｺﾝ（取得価額108,000）

什 器 備 品 1 書類整理棚(取得価額51,603)　 什 器 備 品 1 ﾊﾟｿｺﾝ書記会計用FMW(取得価額117,100)

什 器 備 品 1 電子ﾚﾝｼﾞ(取得価額32,260) 什 器 備 品 1 ｱﾝﾁｳｲﾙｽ　ｹﾞｰﾄｳｪｲ機器(取得価額233,280)

什 器 備 品 1 ｽﾁ-ﾙ棚ｺｸﾖｼｪﾙﾋﾞｯｸﾊﾟﾈﾙ付（取得価額84,420） 什 器 備 品 1 ｴｱｺﾝ(万雄電気工業所(取得価額278,640)

什 器 備 品 1 冷蔵庫（三方原）(取得価額40,824) 什 器 備 品 1 電話機（取得価額12,430）

什 器 備 品 1 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄｽﾀﾝﾄﾞ(取得価額57,750) 什 器 備 品 1 PCﾓﾆﾀｰ（取得価額12,980）

什 器 備 品 1 ｽﾁｰﾙﾃﾞｽｸ(取得価額7,140) 什 器 備 品 1 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ（取得価額16,680）

財産目録 財産目録

令和7年5月31日現在 令和7年5月31日現在
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資産の部 (単位:円) 資産の部 (単位:円)

科　　　目 金　　　額 摘　　　　　　要 科　　　目 金　　　額 摘　　　　　　要

現 金 914,447 手持ち現金 什 器 備 品 12,387 物置（取得価額412,860）

普 通 預 金 304,005 労働金庫浜松高台支店：口座番号6207647 什 器 備 品 1,538 引き違い保管庫(取得価額51,240）

普 通 預 金 89,638,813 労働金庫浜松高台支店：口座番号0952305 什 器 備 品 464 保管庫深型(取得価額15,435）

普 通 預 金 1,957,435 労働金庫浜松高台支店：口座番号5127216 什 器 備 品 1,104 片袖ﾃﾞｽｸ(取得価額36,750）

普 通 預 金 202,974 労働金庫浜松高台支店：口座番号5551105 什 器 備 品 726 脇机(取得価額24,150）

普 通 預 金 410,364 労働金庫浜松高台支店：口座番号5540673 什 器 備 品 1,104 ｵｰﾌﾟﾝ保管庫(取得価額36,750）

普 通 預 金 309,987 中央労働金庫成田支店：口座番号5542545 什 器 備 品 15,026 ﾋﾟﾀｺﾞﾗｽ据置式中型金庫(取得価額186,480）

普 通 預 金 390,283 静岡県労金浜松高台（横）：口座番号5298531 什 器 備 品 686 ﾄﾚｰﾕﾆｯﾄ(取得価額22,785）

普 通 預 金 4,360 近畿労働金庫高田：口座番号8543753 什 器 備 品 1 事務所2階ｱｺ-ﾃﾞｨｵﾝｶ-ﾃﾝ（取得価額111,200）

定 期 預 金 199,697,833 労働金庫浜松高台支店(定期預金） 什 器 備 品 1 ﾀｲﾑﾚｺｰﾀﾞｰBX2000(取得価格23,420)

大規模修繕準備引当預金 17,000,000 労働金庫浜松高台支店(定期預金） 什 器 備 品 1 ｶﾞｽ湯沸かし器(取得価格29,778)

退職給与引当預金 7,946,233 労働金庫浜松高台支店(定期預金） 什 器 備 品 1 液晶ﾃﾚﾋﾞREGZA325A1S(取得価額45,490)

闘争積立金引当預金 189,136,990 労働金庫浜松高台支店(定期預金） 什 器 備 品 1 ﾌﾞﾙｰﾚｲ東芝SD-BD2(取得価額15,600)

立 替 金 42,100 あらたまの湯入浴券他 什 器 備 品 1 印刷機SatelioLtB300(取得価額433,650)

立 替 金 61,280 豊橋動植物公園　入園券 什 器 備 品 1 ﾄﾞｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀｰEPSON　EPSO（取得価額357,000）

立 替 金 420,700 しおりの湯入場券 什 器 備 品 1 会議録音用ｿﾆｰICﾚｺｰﾀﾞｰ（取得価額18,075）

立 替 金 276,300 OYUGIWAチケット 什 器 備 品 1 象印電気ﾎﾟｯﾄCD-PA50（取得価額10,700）

立 替 金 243,900 TOHOチケット 什 器 備 品 1 ｺﾋﾟｰ機　Imagio　MPC400（取得価額1,131,480）

立 替 金 267,800 もみかる 什 器 備 品 1 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ掃除機MC-PA22（取得価額27,915）

仮 払 金 122,810 求職者仮払金他 什 器 備 品 1 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰEB-S02H（取得価額31,886）

建 物 1,761,225 三方原組合会館(取得価額19,314,800) 什 器 備 品 1 木製ﾛｯｶｰ（取得価額34,900）

什 器 備 品 1 ﾃｰﾌﾞﾙ(取得価額367,000) 什 器 備 品 1 机120cm（取得価額19,900）

什 器 備 品 1 ｲｽ(取得価額132,400) 什 器 備 品 1 机100cm（取得価額19,600）

什 器 備 品 1 ｶｳﾝﾀｰ(取得価額152,500) 什 器 備 品 1 脇机（取得価額17,900）

什 器 備 品 1 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(取得価額70,000) 什 器 備 品 1 両開書庫ﾋﾞﾗｰｼﾞｭ（取得価額49,900）

什 器 備 品 1 ﾛｯｶｰ(取得価額112,000) 什 器 備 品 1 1FｴｱｺﾝMSZ-ZXV633S-W（取得価額278,250）

什 器 備 品 1 ｲｽ(取得価額63,000) 什 器 備 品 1 NECﾊﾟｿｺﾝVN350BSW（取得価額210,000）

什 器 備 品 1 ｿﾌｧ、ﾛｯｶｰ(取得価額64,500)　　 什 器 備 品 1 専従用ﾃﾞｨｽｸﾄｯﾌﾟﾊﾟｿｺﾝ（取得価額108,000）

什 器 備 品 1 書類整理棚(取得価額51,603)　 什 器 備 品 1 ﾊﾟｿｺﾝ書記会計用FMW(取得価額117,100)

什 器 備 品 1 電子ﾚﾝｼﾞ(取得価額32,260) 什 器 備 品 1 ｱﾝﾁｳｲﾙｽ　ｹﾞｰﾄｳｪｲ機器(取得価額233,280)

什 器 備 品 1 ｽﾁ-ﾙ棚ｺｸﾖｼｪﾙﾋﾞｯｸﾊﾟﾈﾙ付（取得価額84,420） 什 器 備 品 1 ｴｱｺﾝ(万雄電気工業所(取得価額278,640)

什 器 備 品 1 冷蔵庫（三方原）(取得価額40,824) 什 器 備 品 1 電話機（取得価額12,430）

什 器 備 品 1 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄｽﾀﾝﾄﾞ(取得価額57,750) 什 器 備 品 1 PCﾓﾆﾀｰ（取得価額12,980）

什 器 備 品 1 ｽﾁｰﾙﾃﾞｽｸ(取得価額7,140) 什 器 備 品 1 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ（取得価額16,680）

財産目録 財産目録

令和7年5月31日現在 令和7年5月31日現在
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資産の部 (単位:円) 負債及び正味財産の部 (単位:円)

科　　　目 金　　　額 摘　　　　　　　要 科　　　目 金　　　額 摘　　　　　　　要

什 器 備 品 1 ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ4PCPA（取得価額108,785） 労 金 仮 勘 定 3,000

什 器 備 品 1 ｼｭﾚｯﾀﾞｰPD123S（取得価額117,480） 大規模修繕準備引当金 17,000,000 大規模修繕準備金引当金

什 器 備 品 1 ﾘｺｰ複合機IM-C4500F(取得価額869,000） 退 職 給 与 引 当 金 7,946,233 事務員：自己都合退職金要支給額引当

什 器 備 品 6,647 A4ｽﾁｰﾙ書庫5段（取得価額21,450） 負 債 合 計 24,949,233

什 器 備 品 1 専従用ﾊﾟｿｺﾝ(取得価額224,840） 闘 争 積 立 金 189,136,990

什 器 備 品 1 書記用ﾊﾟｿｺﾝ（取得価額134,420円） その他の正味財産 14,448,064

什 器 備 品 65,784 1階ｴｱｺﾝﾀﾞｲｷﾝ（取得価額257,400円） 次 期 繰 越 差 額 284,985,495 一般会計及び支部活動費特別会計等の合計

什 器 備 品 12,501 会議用ｽﾋﾟｶｰﾏｲｸ(取得価額24,980円） 正 味 財 産 合 計 488,570,549

什 器 備 品 62,444 ﾊﾟｿｺﾝ事務局用(取得価額187,330円） 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 513,519,782

什 器 備 品 9,981 電話器三方原事務所用取得価額18,570円）

什 器 備 品 114,620 ﾊﾟｿｺﾝ三方原書記用(取得価額171,930円）

什 器 備 品 194,267 三方原ｴｱｺﾝ（取得価額249,700円）

什 器 備 品 1 ﾃｰﾌﾞﾙ(取得価額20,500)　　　　　　　　

什 器 備 品 1 机ｲｽ(取得価額24,000) 

什 器 備 品 1 整理ｹｰｽ(取得価額25,750)

什 器 備 品 1 ﾎﾜｲﾄ・ﾎﾞｰﾄﾞ(取得価額15,750）

什 器 備 品 1 ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ保管庫（取得価額31,290）

什 器 備 品 1 印刷機Satelio　Ltb30（取得価額433,020）

什 器 備 品 1 ﾃﾚﾋﾞ　船井電機BROADREC（取得価額28,350）

什 器 備 品 1 印刷機IMAGIOMPC4002（取得価額1,131,480）

什 器 備 品 89,316 ｾｺﾑ据置式中型金庫（取得価額253,800）

什 器 備 品 1 ｱﾝﾁｳｲﾙｽ　ｹﾞｰﾄｳｪｲ機器(取得価額233,280)

什 器 備 品 1 ﾊﾟｿｺﾝProDesk600G1(取得価額153.576)

什 器 備 品 1 ｼｭﾚｯﾀﾞｰ（取得価額24,780）

什 器 備 品 1,395 掃除機（取得価額15,922）

什 器 備 品 1 ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ（取得価額97,052）

什 器 備 品 5,413 冷蔵庫(取得価額37,899）

什 器 備 品 1 書記用ﾊﾟｿｺﾝ（取得価額134,420円）

什 器 備 品 ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝdynabook（取得価額73,500）

什 器 備 品 1 引戸書庫（取得価額11,880）

什 器 備 品 1 金庫（取得価額16,200）

什 器 備 品 1 ｵｰﾌﾟﾝ書庫（取得価額7560）

電 話 加 入 権 306,480 三方原：住吉4台分

出 資 金 1,508,000 労働金庫

資 産 合 計 513,519,782

令和7年5月31日現在 　　令和7年5月31日現在

財産目録 財産目録
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資産の部 (単位:円) 負債及び正味財産の部 (単位:円)

科　　　目 金　　　額 摘　　　　　　　要 科　　　目 金　　　額 摘　　　　　　　要

什 器 備 品 1 ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ4PCPA（取得価額108,785） 労 金 仮 勘 定 3,000

什 器 備 品 1 ｼｭﾚｯﾀﾞｰPD123S（取得価額117,480） 大規模修繕準備引当金 17,000,000 大規模修繕準備金引当金

什 器 備 品 1 ﾘｺｰ複合機IM-C4500F(取得価額869,000） 退 職 給 与 引 当 金 7,946,233 事務員：自己都合退職金要支給額引当

什 器 備 品 6,647 A4ｽﾁｰﾙ書庫5段（取得価額21,450） 負 債 合 計 24,949,233

什 器 備 品 1 専従用ﾊﾟｿｺﾝ(取得価額224,840） 闘 争 積 立 金 189,136,990

什 器 備 品 1 書記用ﾊﾟｿｺﾝ（取得価額134,420円） その他の正味財産 14,448,064

什 器 備 品 65,784 1階ｴｱｺﾝﾀﾞｲｷﾝ（取得価額257,400円） 次 期 繰 越 差 額 284,985,495 一般会計及び支部活動費特別会計等の合計

什 器 備 品 12,501 会議用ｽﾋﾟｶｰﾏｲｸ(取得価額24,980円） 正 味 財 産 合 計 488,570,549

什 器 備 品 62,444 ﾊﾟｿｺﾝ事務局用(取得価額187,330円） 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 513,519,782

什 器 備 品 9,981 電話器三方原事務所用取得価額18,570円）

什 器 備 品 114,620 ﾊﾟｿｺﾝ三方原書記用(取得価額171,930円）

什 器 備 品 194,267 三方原ｴｱｺﾝ（取得価額249,700円）

什 器 備 品 1 ﾃｰﾌﾞﾙ(取得価額20,500)　　　　　　　　

什 器 備 品 1 机ｲｽ(取得価額24,000) 

什 器 備 品 1 整理ｹｰｽ(取得価額25,750)

什 器 備 品 1 ﾎﾜｲﾄ・ﾎﾞｰﾄﾞ(取得価額15,750）

什 器 備 品 1 ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ保管庫（取得価額31,290）

什 器 備 品 1 印刷機Satelio　Ltb30（取得価額433,020）

什 器 備 品 1 ﾃﾚﾋﾞ　船井電機BROADREC（取得価額28,350）

什 器 備 品 1 印刷機IMAGIOMPC4002（取得価額1,131,480）

什 器 備 品 89,316 ｾｺﾑ据置式中型金庫（取得価額253,800）

什 器 備 品 1 ｱﾝﾁｳｲﾙｽ　ｹﾞｰﾄｳｪｲ機器(取得価額233,280)

什 器 備 品 1 ﾊﾟｿｺﾝProDesk600G1(取得価額153.576)

什 器 備 品 1 ｼｭﾚｯﾀﾞｰ（取得価額24,780）

什 器 備 品 1,395 掃除機（取得価額15,922）

什 器 備 品 1 ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ（取得価額97,052）

什 器 備 品 5,413 冷蔵庫(取得価額37,899）

什 器 備 品 1 書記用ﾊﾟｿｺﾝ（取得価額134,420円）

什 器 備 品 ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝdynabook（取得価額73,500）

什 器 備 品 1 引戸書庫（取得価額11,880）

什 器 備 品 1 金庫（取得価額16,200）

什 器 備 品 1 ｵｰﾌﾟﾝ書庫（取得価額7560）

電 話 加 入 権 306,480 三方原：住吉4台分

出 資 金 1,508,000 労働金庫

資 産 合 計 513,519,782

令和7年5月31日現在 　　令和7年5月31日現在

財産目録 財産目録
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(単位:円)

科　　　　　目 金　　　　　額 科　　　　　目 金　　　　　額

現 金 914,447 労 金 勘 定 3,000

普 通 預 金 93,218,221 退 職 給 与 引 当 金 7,946,233

定 期 預 金 199,697,833 大 規 模 修 繕 準 備 引 当 金 17,000,000

退 職 給 与 引 当 預 金 7,946,233

大規模修繕準備引当預金 17,000,000 正 味 財 産 488,570,549

闘争積立金引当預金 189,136,990  (うち闘争積立金) 189,136,990

立 替 金 1,312,080  (うち当期正味財産増加額） (24,420,555)

仮 払 金 122,810

建 物 1,761,225

什 器 備 品 595,463

電 話 加 入 権 306,480

出 資 金 1,508,000

合　　　　　計 513,519,782 合　　　　　計 513,519,782

（注）支部活動費特別会計及び役員専従給与特別会計を含めた貸借対照表です

貸借対照表

令和7年5月31日現在

資             産 負債及び正味財産
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執行委員名 所属支部名 施設名 職場名

矢後
や ご

　裕士
ひ ろ し

三方原 聖隷予防検診センター (予検)地域放射線課

古山
こ や ま

　ひかり 三方原 聖隷三方原病院 検査課

杉山
すぎやま

　益
よし

唯
ただ

三方原 聖隷三方原病院 Ｃ６病棟

鈴木
す ず き

　紗輝
さ き

三方原 聖隷おおぞら療育センター 生活支援課

鈴木
す ず き

　里枝
さ と え

三方原 聖隷おおぞら療育センター ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ課おおぞら係

藤本
ふじもと

　加代子
か よ こ

三方原 聖隷三方原病院 検査課

小山
こ や ま

　貴之
たかゆき

住吉 浜松市リハビリテーション病院 リハビリテーション部

藤田
ふ じ た

　春
はる

樹
き

住吉 浜松市リハビリテーション病院 リハビリテーション部

家本
いえもと

　典幸
のりゆき

福祉 和合せいれいの里 チャレンジ

石川
いしかわ

　綾乃
あ や の

福祉 聖隷のあ保育園 のあ保育園

大杉
おおすぎ

　容
よ う

福祉 聖隷こども園桜ヶ丘 こども園桜ヶ丘

河原
かわはら

　一成
かずなり

福祉 厚生園信生 信生寮

小西
こ に し

　文
あや

福祉 聖隷ケアセンター三方原 訪問看護三方原

坂本
さかもと

　貴宏
たかひろ

福祉 浜北愛光園 特養

佐野
さ の

　道子
み ち こ

福祉 和合せいれいの里 和合愛光園ユニット型

鈴木
す ず き

　宏和
ひろかず

福祉 ひばり保育園 ひばり保育園

三浦
み う ら

　大輝
だ い き

横浜 横須賀愛光園 特養

中江　共也
な か え と も や

横浜 横須賀愛光園 特養

上田
う え だ

　雅之
まさゆき

佐倉 浦安市特別養護老人ホーム 特養

稲本　容子
いなもと　ようこ

淡路 聖隷淡路病院 診療技術課

櫻井　英樹
さ く ら い ひ で き

阪神 宝塚エデンの園 介護居室ｹｱｻｰﾋﾞｽ課

塩田
し お た

　友希
ゆ き

奈良 奈良ベテルホーム 看護介護課

２０２５年度　中央執行委員
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第１号議案 2025年度運動方針（案） 

 

１  医療・保健・福祉・介護を守る運動 

２  賃金・労働条件の改善運動 

３  組合の組織活動 

４  平和と民主主義・国民生活を守る運動  

５  2025年度聖隷労働組合運動のスローガン 

６  2025年度支部活動方針 

７  2025年度専門部活動方針 
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第１号議案 ２０２５年度 運動方針案 

１１    医医療療・・保保健健・・福福祉祉・・介介護護をを守守るる運運動動  

 

医療・保健・福祉・介護をとりまく情勢を踏まえ、聖隷労働組合としての要求実現の

ために日本医労連・静岡県医労連と連携を図りながら取り組んで行きます。 

憲法 25 条を活かし、国の責任による安全・安心の医療・介護の充実と社会保障の推進

を求めて、医療・介護・福祉労働者が先頭に立って奮闘します。 

 

２２    賃賃金金・・労労働働条条件件のの改改善善運運動動  

 

１．2025 年度・賃金改善運動の方針 

（１）賃金要求は､組合員の春闘アンケート調査を基に､厚生労働省・日本医労連・地域

労連の賃金実態調査や聖隷福祉事業団の経営状況を参考にし、賃金要求をまとめ運

動します。 人事院勧告を基準としていますが、近年の物価高騰等の社会情勢を踏ま

え、基本給の増額を引き続き要求していきます。また、期末手当・勤勉手当、及び年

末年始手当が前年度を下回らないよう運動します。 

（２）地区限定職の賃金形態等の把握と労働条件の改善に努めます。アンケート調査を

基に、ブロック・地域総合職との格差の解消を図ります。 

（３）再雇用職員の賃金形態等の実態調査や労働条件の再確認を行い、必要に応じて見

直します。 

（４）パート・アルバイト職員の労働条件等の改善に努めます。 

（５）諸手当の改善は、職場の労働実態を考慮に入れ、組合員の合議に基づくより公平

な内容とします。 

（６）組合員が、現行の給与制度を理解して組合運動をできるよう、職場討議や情報宣

伝活動を行っていきます。 

 

２．2025 年度・労働条件改善運動の方針 

（１）労働安全衛生活動 

①労働安全衛生法第 19 条に基づき、各事業所の衛生委員会に労組より「労働安全衛

生委員」半数を推薦し委員とも連携を図ります。 

②各職場の勤務形態･環境･過密労働・長時間残業などの実態調査を行い、問題点を

明確にし、福祉事業団の名にふさわしい改善を求めます。 

③職員の腰痛・慢性疲労など健康状態の悪化、精神的要因の不安解消に努めます。 
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（２）年次有給休暇の取得促進 

①『年次有給休暇』取得促進のため、事業団書式の『年次有給休暇届出（申請）書』・

事務通達（2013 年 3 月 31 日付）を使った事業団ルールの申請方法を啓発していき

ます。年次有給休暇の取得ができない職場については、事業団・当該事業所へ交渉

を行っていきます。 

②年次有給休暇を申請したにも関わらず年度内に使用できず消滅してしまう年次有

給休暇について、実態調査を行っていきます。 

③公休が割れる職場が無いように、実態調査を基に、労使で対応策を検討していきま

す。 

④公休割れのないように人員増員の要求をしていきます。 

（３）サービス残業撤廃の運動 

①2015 年 5 月 1 日に出された「超過勤務の適正化について」の事務通達が周知徹底

されているか確認し、誤った運用がされていないか調査すると共に是正を求めてい

きます。 

②36協定違反（1ヵ月 45時間以上）の超過勤務を行っている職員のチェックを行い、

現場環境の改善をして職員の健康と安全を守っていきます。 

（４）医療・福祉・介護で働く職員の夜勤調査を行い、夜勤労働問題の改善に取り組み

ます。 

（５）子供を持っても、親の介護が必要になっても、制度を活用しながら定年まで働き 

 続けられる労働環境の構築に努めます。 

 

 

３３    組組合合のの組組織織活活動動  

 

１．低迷する組織率 

現状、聖隷労組組織率は約 18％（正職員比率）、組合員約 2000 人です。 

コロナウィルスによる活動抑制が数年あったこと、関東関西の遠隔地にも各事業所が増

え組合オリが出来ていない理由を主に、新入組合員が目減りしています。 

組織率は下落一直線、組織率が低下すると『数は力成り、声は力成り』の力が低迷し、

現状の待遇すら維持出来なくなりほころびが生じてきます。 

 

この窮地に対して取り返しのつかなくなる前に、聖隷労組全体（中央執行委員・支部

執行委員・職場委員・組合員）の力の結集により組織的に取組み、打開していく必要が

あります。 

（１）中央執行委員会議等により現状課題を分析。 
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何が課題で何が必要か！等を整理・対策・実行して参ります。 

 

（２）組合オリエンテーションを実施。 

職場委員会議を通じて職場委員の協力を得ながら、職場・事業所で組合オリの開催が

出来るよう協力を仰いで参ります。 

 

（３）組合員の皆さんに協力を仰ぐ。 

そもそも原点として労働組合とは、一緒に働く者同士が職場環境を共に構築して良

くしていくものです。 

『組合の大切さと大きな力』を知らないままに非組合員でいる 同僚に組合加入を

呼びかける協力を仰いで参ります。 

 

２．職場委員の活動 

 組合の組織活動を進める上で、職場委員や支部執行委員の活動が停滞し人員が不足し

ているのが現状です。それにより組合員との情報共有や労働問題の吸い上げが行えてお

らず、組合の存在意義や必要性が薄れていることが問題です。全職場にデスクネッツが

入ったことにより職場委員と組合との連絡体制を強化して職場委員会を活性化させて

いきます。 

 

（１）WEB 会議で参加できる会議環境を導入し、安心・安全に配慮した職場委員会の開

催と、相互に誘い合う一声活動をもとに職場委員の出席を3分の 2以上目指します。 

 

（２）「聖隷労組のてびき」や医療･福祉制度の学習を通して、労働条件や賃金の現状を

知り、職場委員の知識向上を図ります。 

 

（３）職場委員会で委員相互・組合員相互の情報交換と親睦を図り、労働問題を共有し

職場委員と共に改善していきます。 

 

（４）職場委員の組合内外の活動や学習会参加を促し、それらを通し組合の存在意義を

再確認します。職場委員からの声掛けや情報発信により新規組合員の募集を行い組

合の輪を広げます。 
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３．執行委員の活動 

（１）中央執行委員会 

 聖隷労組内外の会議や活動の増加、専従不在に伴い委員 1 人に対する負担が大きい事

が問題です。委員の参加率向上を促し、役割分担を明確化しチーム一丸となって組合活

動に取り組みます。また、無駄を省き効率化をすすめながら個人負担の軽減等を行って

いきます。 

 

中央執行委員は『気軽に活動！スキルアップ！遣り甲斐！』をキャッチフレーズとし

活動します。 

『コミュニケーションスキル、交渉スキルなど』の各種スキルアップが図れるよう、

学習の機会を思案します。 

今までコロナ禍の影響を受け、組合活動が停滞しました。 

『医療福祉業界発展のため！』の思想にたち、健全な運営に尽力します。 

リモート会議と WEB 化を更に IT を駆使して加速させます。手軽に合理的に組合会議に

参加出来るよう工夫します。リモート会議により関東関西地区との距離感も縮まると考

えています。 

 

（２）支部執行委員会 

①支部独自の組合員要求を吸い上げ、身近な問題の要求実現を図っていきます。 

②全支部で支部交渉を実施できるように、支部間の情報共有を図ると共に、学習会等

により知識を深め交渉力を身につけていきます。 

③支部会計に責任を持ち、地域特性を活かした行事企画を推進します。 

④支部執行委員の担い手を探すとともに、組合活動参加率向上を促し各支部の活性

化を図ります。 

 

４．役員専従の体制 

①組織強化を図る為、引き続き組合員 500 名に 1 人の役員専従体制がとれるよう進

めて行きます。 

②役員専従として現状の問題を明確化し計画性を持って対応するよう、誠実で行動

力責任感のある適任者を選出していきます。聖隷労組の発展と未来を占うのは役員

専従です。組合の体制充実に向けて組合員と専従職員、書記局が一致団結し良好な

コミュニケーションをとりながら活動していきます。 
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４４    平平和和とと民民主主主主義義・・国国民民生生活活をを守守るる運運動動    

 

平和であってこそ、より良い医療・介護・福祉が実現できます。平和は私たちの様々な

要求を実現する基盤です。日本国民が平和と自由な社会の元で安心、安全な生活を営む

ことができる社会を作り上げるために様々な活動に参加していきます。 

 

 

５５    22002255 年年度度聖聖隷隷労労働働組組合合運運動動ののススロローーガガンン  

 

2025 年度は次のメインスローガンとサブスローガンを基に実現を目指し運動に取り組

んでいきます。 

 

メインスローガン 

物価高に負けない賃上げ！待遇改善！を勝ち取りより良い職場と明るい未来！ 

 

サブスローガン 

１）安心できる医療・介護制度を作ろう 

２）安心して生活できる社会保障制度を作ろう 

３）働くものの団結で労働者の権利を守り、定年まで働き続けられる職場を作ろう 

４）平和を守ろう 

５）身近な環境問題を考え、SDGs 達成をサポートしよう 

６）子ども達の為に、のびのびとした教育環境を作ろう 

 ７）仲間を増やし組合の輪を広げよう 
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６６    22002255 年年度度支支部部活活動動方方針針  

 

  三三方方原原支支部部  22002255 年年度度活活動動方方針針    

 

１．聖隷福祉事業団と労働組合との協議方法と同様に三方原支部での支部交渉を、事務

折衝にて意見交換、現状の確認を行い協議していきます。 

 

２．職場委員会での組合員向けの勉強会を開催していきます。 

 

３．職場委員会に出てくる職場委員を増やし、三方原支部の組織強化を図ります。 

 

４．新人職員、中途採用者へのオリエンテーションを行います。 

組合加入のメリットを伝えていきます。 

 

 

住住吉吉支支部部  ２２００２２５５年年度度活活動動方方針針    

 

１．各職場で起きている職場問題を細やかに収集し、問題を円滑に解決することで、 

職場環境の改善に努めていきます。 

 

２．支部職場委員及び執行委員の後継者及び候補者の育成に努めていきます。 

 

３・支部組合員が支部活動内容を理解できるような活動周知に努めていきます。 

 

４．各職場での支部組合加入率が全職員の 50 %以上を目指す活動に努めます。 

 

 

福福祉祉支支部部  ２２００２２５５年年度度活活動動方方針針  

 

１．福祉全組合員に協力を仰ぎ組合員を増やします。 

組合の存在意義（組合員であることのメリット）を理解してもらい、組合員として

の存続及び新規組合員の加入の協力を依頼していきます。 

そのために、継続してデスクネッツを活用し、職場委員だけでなく組合員との絆を

深めていきます。 
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２. 今まで参加できていなかった職場委員の参加促進のため、継続してリモートでの

会議を実施するとともに、職場委員が参加できるよう各施設等への協力要請を行っ

ていきます。 

デスクネッツにて、職場委員会開催の通知や議題募集を事前にアナウンスし、活発な

意見交換ができるよう、また各職場の問題を円滑に共有できるようにします。 

会議後には各職場委員へ議事録を配布して、福祉職場委員会の存在アピールと参加

者拡大を目指します。 

 

３．昨年度に引き続き、労働者としての知識向上を図るため、学習会の実施やセミナー

等の紹介をしていきます。 

    

 

佐佐倉倉支支部部  ２２００２２５５年年度度活活動動方方針針  

 

１．職場委員会・執行委員会について 

デスクネッツの回覧等を利用して職場委員の選出をして定期的な委員会の開催を

目指します。 

 

２.組織拡大について 

オルグ活動を行い、新規組合員の加入促進に努めます。 

 

３.文レク・福利厚生について 

酒々井湯楽の里、ホットヨガラボなどの新規施設の追加を行っていきます。 

 

４.その他 

事務所の有効活用について検討します。 

 

 

横横浜浜支支部部  22002255 年年度度活活動動方方針針  

 

１．職場委員会・執行委員会について 

毎月第 3 金曜日 18:00～19:00 に職場委員会、同日 19：00～20：00 に支部執行委員

会の開催を予定。軌道に乗るまでは福祉職場委員と合同で職場委員会を実施します。 

 

２．組織拡大について 

看護部は新入職員への新人研修の中で勧誘活動を行っていきます。 
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医療技術職へは、各職場で職場委員が勧誘活動を行ってきます。 

職場委員、支部執行員を勧誘し、各職場の問題に取り組み、組織拡大を目指します。 

 

３．レクリエーション・福利厚生について 

組合員に魅力のあるレクリエーションを実施していきます。 

組合員が必要としている福利厚生を検討し実施します。 

 

４．その他 

職員の労働環境の改善、離職率の低減につながるよう働きかけます。 

 

 

阪阪神神支支部部  ２２００２２５５年年度度活活動動方方針針  

 

「一致団結し、よりよい職場環境の構築を目指す」 

 

阪神支部では、宝塚エデンの園の職員が中心となって活動を行い、支部内での情報共有

や、働きやすい職場環境を目指し、出された意見を検討して取り組みます。また組合員

同士が活発な意見交換や悩みごとなどを共有できるよう、WEB を活用した現在の共有の

仕方の継続や見直しを行い、支部全体で考え解決していくことが出来るように取り組み

ます。組織拡大に向けて、新たな組合員獲得の方法を検討し、取り組みを行います。 

 

 

奈奈良良支支部部 22002255 年年度度活活動動方方針針  

 

1.会議形式について 

毎月第三木曜日に職場委員会、支部執行委員会は職場委員会までに開催予定。 

形式：職員食堂での通常会議とリモート会議の併用で、勤務や休みの都合で参加し

やすい方に参加してもらう。 

時間：18：00～19：00 

 

2.組織拡大について 

新人オリエンテーションの際に組合加入を継続。 

各職場で組合に興味を持たれている方がいたら役員に声をかけてもらい、役員から

組合の説明を行い勧誘する。 
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3.レクリエーション・福利厚生 

・引き続き交流活動を計画し開催予定。また、参加が困難な組合員の方へも還元が

できるよう、意見を収集し福利厚生の内容を検討していく。 

・会議開催時に毎月ミニ勉強会を実施予定。 

 

 

７７    22002255 年年度度専専門門部部活活動動方方針針  

 

教教育育宣宣伝伝部部  ２２００２２５５年年度度活活動動方方針針  

 

１．活動の見える化、組合員の利便性向上のためホームページを改善します。またホー

ムページ、Twitter などの SNS を活用し組合員への有益な情報提供と労働への知識

向上を進めるサイトを作っていきます。 

 

２．機関紙「はらから」を発行し、組合活動や福利厚生の周知、情報発信を図ります。 

 

３．労働組合をより身近に感じられるような広報活動を行います。 

 

 

組組織織部部  ２２００２２55 年年度度活活動動方方針針  

 

１．組織拡大・新規組合員獲得のため、各支部でのオルグ活動を支援していきます。 

 

２．パート・アルバイト職員の組織拡大を図るための、組合費の見直しと検討を行いま

す。 

 

３．労働組合員のわかりやすく使いやすい組合の手引きを目指し発行していきます。 

   

 

  福福利利厚厚生生部部  22002255 年年度度  活活動動方方針針    

 

１．指定店の売り出しと抽選会を継続します 

２．専門部会を定期的に開催し、福利厚生活動を継続していきます 

３．組合員に対して、ろうきん・こくみん共済 coop（全労済）・医労連共済を紹介し広

めていきます 
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文文化化レレククリリエエーーシショョンン部部  22002255 年年度度  活活動動方方針針  

 

１．組合員同士の親睦が深まるような企画を運営していきます。 

 

 

労労働働条条件件対対策策部部 22002255 年年度度活活動動方方針針  

 

１．『働き方改革』において同一労働同一賃金の定義を基準にし、定年まで健康でイキ

イキと働き続けられる労働条件の維持と改善に努めます。また『生涯現役! !』で

社会貢献ができることを視野に入れます。 

   

２．多様な働き方『育児・介護、60 歳以上の再雇用、ガンになっても働き続けられる』

に対応する各種制度が形骸化しないことを目指します。 

 

３．長時間残業の是正、年次有給休暇の取得向上等を鑑み『秋闘アンケート調査』を 

実施・集計・分析をします。実態把握の補強として定期的に職場委員会やデスクネ

ッツを活用し、組合員による現状の声を集約し、切実な職場の実態を基に改善に努

めます。 

 

４．IT を活用し、QR コードによるアンケート入力を継続し調査・集計作業をスムーズ

に効率よく行います。集約したアンケートは貴重な生の声として労使交渉に活かし

て参ります。 

専門部会会議はリモート会議により移動時間をカットして、必要時開催を実施しま

す。 

 

５．夜勤のある職場・職種において夜勤はひと月 8 回までを基準とします。また夜間の

休憩確保などで課題が生じている場合には、その労働環境の改善に努めます。 

 

６．育児支援制度にあたる『妊産婦の業務軽減・夜勤免除、育児における休暇・夜勤免

除、ワークシェアリング』と介護支援制度にあたる『介護短時間勤務、夜勤免除』

等を組合ホームページ・機関紙はらからを活用し、啓発活動を続けていきます。 

 

７．労働相談により前進した内容を機関誌はらかに掲載し、労働組合の大切さをアピー

ルして組合員が活かせる情報の共有化を図ります。 
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賃賃金金対対策策部部２２００２２５５年年度度活活動動方方針針  

 

１．日本労働組合連合会などの関連労働組合と連携を取り、他の近隣病院の賃金・諸手

当の情報収集に努め、春闘などの賃金交渉に活かしていきます。 

 

２．春闘アンケートの結果の分析を行い、組合員からの声をより反映した要求書を作成

し、交渉に活かしていきます。 

 

３．人事院勧告説明会に参加するとともに、世情の動向にも常に注視し交渉に役立てま

す。 
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第 2 号議案 2025 年度予算（案） 
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（収入の部） (単位:円) （支出の部） (単位:円)

科               目 予算額（イ） 前年度決算額 前年度予算額（ロ） 差  異（イ-ロ） 科               目 予算額（イ） 前年度決算額 前年度予算額（ロ） 差  異（イ-ロ）

組 合 費 収 入 97,000,200 95,479,877 94,999,008 2,001,192 専 門 部 費 21,150,000 10,224,480 21,600,000 -450,000

手 数 料 収 入 1,800,000 1,698,801 1,800,000 0 (内訳)　旅行補助費 15,000,000 9,471,589 15,000,000 0

雑 収 入 150,000 139,141 170,000 -20,000 　  　　　文化ﾚｸﾚｰｼｮﾝ部費 250,000 217,600 200,000 50,000

受 取 利 息 150,000 153,080 30,000 120,000 　  　　　賃金対策部費 200,000 176,600 200,000 0

退 職 給 与 引 当 金 取 崩 額 0 553,500 550,000 -550,000 　    　　労働条件対策部費 300,000 14,750 300,000 0

当 期 収 入 合 計 （ Ａ ） 99,100,200 98,024,399 97,549,008 1,551,192 　　  　　組織部費 5,000,000 59,781 5,000,000 0

前 期 繰 越 収 支 差 額 134,874,087 124,330,414 124,330,414 10,543,673 　  　　　福利厚生部費 400,000 284,160 900,000 -500,000

収 入 合 計 （ Ｂ ） 233,974,287 222,354,813 221,879,422 12,094,865 研 修 費 1,000,000 0 1,000,000 0

国 民 運 動 費 1,000,000 0 1,000,000 0

（支出の部） (単位:円) 組 織 共 済 11,000,000 5,791,056 11,000,000 0

科              目 予算額（イ） 前年度決算額 前年度予算額（ロ） 差  異（イ-ロ） 助 け 合 い 共 済 支 出 17,000,000 11,671,000 17,000,000 0

人 件 費 25,546,381 19,495,380 25,717,228 -170,847 会 費 分 担 金 5,328,480 5,537,900 5,445,900 -117,420

(内訳)  事務員給与 20,000,000 14,722,066 21,000,000 -1,000,000 行 動 旅 費 10,000,000 4,350,434 10,000,000 0

　  　　　法定福利費 4,000,000 2,392,606 4,000,000 0 租 税 公 課 200,000 100,000 200,000 0

　  　　　福利厚生費 650,000 377,327 650,000 0 支 部 活 動 費 特 別 会 計 繰 入 額 4,060,269 4,155,357 4,155,357 -95,088

　  　　　退職金 0 553,500 役 員 専 従 特 別 会 計 繰 入 額 600,000 0 0 600,000

　  　　　退職給与引当金繰入 896,381 1,449,881 67,228 829,153 医 労 連 共 済 ・ 団 結 共 済 246,480 246,480 300,000 -53,520

書 記 局 費 14,200,000 8,774,007 14,130,000 70,000 大 規 模 修 繕 準 備 金 繰 入 3,500,000 3,500,000 3,500,000 0

(内訳)　通信費 2,300,000 1,569,812 2,500,000 -200,000 闘 争 積 立 金 繰 入 10,000,000 10,000,000 10,000,000 0

　  　　　旅費交通費 100,000 2,950 100,000 0 予 備 費 105,142,677 0 93,530,937 11,611,740

　  　　　交際費 200,000 88,152 130,000 70,000 当 期 支 出 合 計 （ Ｃ ） 233,974,287 87,480,726 221,879,422 12,094,865

　  　　　水道光熱費 650,000 474,294 650,000 0 当 期 収 支 差 額 （ Ａ ） － （ Ｃ ） -134,874,087 10,543,673 -124,330,414 -10,543,673

　  　　　事務処理費 4,000,000 3,018,184 3,800,000 200,000 次 期 繰 越 差 額 （ Ｂ ） － （ Ｃ ） 0 134,874,087 0 0

　  　　　新聞図書費 450,000 336,088 450,000 0

　  　　　修繕費 1,500,000 380,170 1,500,000 0

　  　　　雑費 2,500,000 1,556,727 2,500,000 0

　  　　　什器備品購入費 1,000,000 467,630 1,000,000 0

　  　　　顧問料 1,500,000 880,000 1,500,000 0

会 議 費 4,000,000 3,634,632 3,300,000 700,000

令和6年度収支予算書

自　令和7年6月 1日

至　令和8年5月31日
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（収入の部） (単位:円) （支出の部） (単位:円)

科               目 予算額（イ） 前年度決算額 前年度予算額（ロ） 差  異（イ-ロ） 科               目 予算額（イ） 前年度決算額 前年度予算額（ロ） 差  異（イ-ロ）

組 合 費 収 入 97,000,200 95,479,877 94,999,008 2,001,192 専 門 部 費 21,150,000 10,224,480 21,600,000 -450,000

手 数 料 収 入 1,800,000 1,698,801 1,800,000 0 (内訳)　旅行補助費 15,000,000 9,471,589 15,000,000 0

雑 収 入 150,000 139,141 170,000 -20,000 　  　　　文化ﾚｸﾚｰｼｮﾝ部費 250,000 217,600 200,000 50,000

受 取 利 息 150,000 153,080 30,000 120,000 　  　　　賃金対策部費 200,000 176,600 200,000 0

退 職 給 与 引 当 金 取 崩 額 0 553,500 550,000 -550,000 　    　　労働条件対策部費 300,000 14,750 300,000 0

当 期 収 入 合 計 （ Ａ ） 99,100,200 98,024,399 97,549,008 1,551,192 　　  　　組織部費 5,000,000 59,781 5,000,000 0

前 期 繰 越 収 支 差 額 134,874,087 124,330,414 124,330,414 10,543,673 　  　　　福利厚生部費 400,000 284,160 900,000 -500,000

収 入 合 計 （ Ｂ ） 233,974,287 222,354,813 221,879,422 12,094,865 研 修 費 1,000,000 0 1,000,000 0

国 民 運 動 費 1,000,000 0 1,000,000 0

（支出の部） (単位:円) 組 織 共 済 11,000,000 5,791,056 11,000,000 0

科              目 予算額（イ） 前年度決算額 前年度予算額（ロ） 差  異（イ-ロ） 助 け 合 い 共 済 支 出 17,000,000 11,671,000 17,000,000 0

人 件 費 25,546,381 19,495,380 25,717,228 -170,847 会 費 分 担 金 5,328,480 5,537,900 5,445,900 -117,420

(内訳)  事務員給与 20,000,000 14,722,066 21,000,000 -1,000,000 行 動 旅 費 10,000,000 4,350,434 10,000,000 0

　  　　　法定福利費 4,000,000 2,392,606 4,000,000 0 租 税 公 課 200,000 100,000 200,000 0

　  　　　福利厚生費 650,000 377,327 650,000 0 支 部 活 動 費 特 別 会 計 繰 入 額 4,060,269 4,155,357 4,155,357 -95,088

　  　　　退職金 0 553,500 役 員 専 従 特 別 会 計 繰 入 額 600,000 0 0 600,000

　  　　　退職給与引当金繰入 896,381 1,449,881 67,228 829,153 医 労 連 共 済 ・ 団 結 共 済 246,480 246,480 300,000 -53,520

書 記 局 費 14,200,000 8,774,007 14,130,000 70,000 大 規 模 修 繕 準 備 金 繰 入 3,500,000 3,500,000 3,500,000 0

(内訳)　通信費 2,300,000 1,569,812 2,500,000 -200,000 闘 争 積 立 金 繰 入 10,000,000 10,000,000 10,000,000 0

　  　　　旅費交通費 100,000 2,950 100,000 0 予 備 費 105,142,677 0 93,530,937 11,611,740

　  　　　交際費 200,000 88,152 130,000 70,000 当 期 支 出 合 計 （ Ｃ ） 233,974,287 87,480,726 221,879,422 12,094,865

　  　　　水道光熱費 650,000 474,294 650,000 0 当 期 収 支 差 額 （ Ａ ） － （ Ｃ ） -134,874,087 10,543,673 -124,330,414 -10,543,673

　  　　　事務処理費 4,000,000 3,018,184 3,800,000 200,000 次 期 繰 越 差 額 （ Ｂ ） － （ Ｃ ） 0 134,874,087 0 0

　  　　　新聞図書費 450,000 336,088 450,000 0

　  　　　修繕費 1,500,000 380,170 1,500,000 0

　  　　　雑費 2,500,000 1,556,727 2,500,000 0

　  　　　什器備品購入費 1,000,000 467,630 1,000,000 0

　  　　　顧問料 1,500,000 880,000 1,500,000 0

会 議 費 4,000,000 3,634,632 3,300,000 700,000

令和6年度収支予算書

自　令和7年6月 1日

至　令和8年5月31日
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(収入の部) (単位:円)

科         目 予算額（イ） 前年度決算額 前年度予算額 差  異（イ－ロ）

一 般 会 計 よ り 4,060,269 4,155,357 4,155,357 -95,088

当 期 収 入 合 計 （ A ） 4,060,269 4,155,357 4,155,357 -95,088

前 期 繰 越 収 支 差 額 32,342,564 31,477,862 31,477,862 864,702

収 入 合 計 (B) 36,402,833 35,633,219 35,633,219 769,614

(支出の部) (単位:円)

科        目 予算額（イ） 前年度決算額 前年度予算額 差  異（イ－ロ）

支 部 活 動 費 36,402,833 3,290,655 35,633,219 769,614

（内訳）　三方原支部 10,971,247 1,268,525 10,905,552 65,695

　　　 　　住吉支部 8,292,598 968,596 7,930,580 362,018

　　　 　　福祉支部 2,432,518 748,238 2,538,888 -106,370

　　　 　　奈良支部 949,331 61,490 878,395 70,936

　　　 　　阪神支部 663,254 155,116 730,086 -66,832

　　　 　　淡路支部 795,732 87,190 829,321 -33,589

　　　 　　横浜支部 6,384,097 1,500 6,092,368 291,729

　　　 　　佐倉支部 5,914,056 0 5,728,029 186,027

当 期 支 出 合 計 （ C ） 36,402,833 3,290,655 35,633,219 769,614

当期収支差額（A）－（C） -32,342,564 864,702 -31,477,862 -864,702

次期繰越差額（B）－（C） 0 32,342,564 0 0

令和6年度・支部活動費特別会計予算書

自　令和7年6月 1日

至　令和8年5月31日
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(収入の部) (単位:円)

科         目 予算額(イ） 前年度決算額 前年度予算額（ロ） 差  異（イ-ロ）

一 般 会 計 よ り 600,000 0 0 600,000

当 期 収 入 合 計 （ A ） 600,000 0 0 600,000

前 期 繰 越 収 支 差 額 117,780,874 118,243,711 118,243,711 -462,837

収 入 合 計 (B) 118,380,874 118,243,711 118,243,711 137,163

(支出の部) (単位:円)

科        目 予算額(イ） 前年度決算額 前年度予算額（ロ） 差  異（イ-ロ）

役 員 専 従 給 与 0 462,837 0 0

当 期 支 出 合 計 （ C ） 0 462,837 0 0

当期収支差額（A）－（C） 600,000 -462,837 0 600,000

次期繰越差額（B）－（C） 118,380,874 117,780,874 118,243,711 137,163

令和7年度・役員専従給与特別会計予算書

自　令和7年6月 1日

至　令和8年5月31日
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  三三方方原原支支部部 774400   住住吉吉支支部部 773388   横横浜浜支支部部 9933 福福祉祉支支部部 335566
三方原病院 485 浜松病院 507 横浜病院 62 三方原ﾍﾞﾃﾙﾎｰﾑ 31

予防検診センター 94 健診センター 49 油壺ｴﾃﾞﾝの園 6 厚生園 46

(予)運営管理センター 14 浜松市ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 143 横須賀愛光園 2 もくせいの里 2

袋井市民病院 55 健康ｻﾎﾟｰﾄセンターShizuoka 21 明日見らいふ南大沢 6 ｺﾐｭﾆﾃｨｹｱｾﾝﾀｰ 1

聖隷おおぞら療育ｾﾝﾀｰ 83 (健)運営管理センター 3 聖隷クリニック南大沢 1 森町愛光園 20

あさひ 3 法人本部 15 横浜ｴﾃﾞﾝの園 6 いなさ愛光園 28

児童発達支援ｾﾝﾀｰひかり 2 (沼津病院・富士病院・奄美佳南園含む) 藤沢ｴﾃﾞﾝ一番館 1 浜北愛光園 51

組合書記 4 藤沢ｴﾃﾞﾝ二番館 3 和合せいれいの里 59

藤沢愛光園 6 聖隷ﾘﾊﾋﾞﾘﾌﾟﾗｻﾞIN高丘 1

  淡淡路路支支部部 1177 ﾃﾞｲ三方原 1

淡路病院 14 聖隷ケアセンター初生 1

聖隷ｶｰﾈｰｼｮﾝﾎｰﾑ 1 浅田地区在宅複合事業 6

淡路栄光園 2 三方原地区宅複合事業 4

高丘地区宅複合事業 8

聖隷ﾘﾊﾋﾞﾘﾌﾟﾗｻﾞいなさ 1
浜松市生活自立相談支援つな
がり 2

　　奈奈良良支支部部 4422 　　阪阪神神支支部部 2288   佐佐倉倉支支部部 5599 聖隷ぴゅあｾﾝﾀｰ磐田 3

奈良ﾆｯｾｲｴﾃﾞﾝの園 9 花屋敷栄光園 3 佐倉市民病院 31 浜松学園 6

奈良ﾍﾞﾃﾙﾎｰﾑ 27 ケアハウス花屋敷 1 松戸愛光園 7 聖隷訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ三ヶ日 3

奈良在宅介護サービスセンター 1 宝塚すみれ栄光園 3 松戸ﾆｯｾｲ聖隷ｸﾘﾆｯｸ 3 聖隷こども園こうのとり富丘 10

奈良ﾆｯｾｲ聖隷ｸﾘﾆｯｸ 3 結いホーム宝塚 1 浦安市特別養護老人ﾎｰﾑ 8 聖隷こども園わかば 1

西大和訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ 1 ケアハウス宝塚 2 浦安ﾍﾞﾃﾙﾎｰﾑ 5 聖隷こども園桜ヶ丘 7

西大和ｹｱﾌﾟﾗﾝｾﾝﾀｰ 1 宝塚エデンの園 15
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ浦
安

1 聖隷こども園ひかりの子 8

聖隷逆瀬台ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 1 浦安市高洲地域包括支援ｾﾝﾀｰ 1 こうのとり保育園 5
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塚
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ひばり保育園 5
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浜名湖ｴﾃﾞﾝの園 30

さくまの里 1

合計 2,073 名
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カンガルーの子供は数センチの未熟児で誕生し、
一人立ちするまで母親の袋の中で愛情を一身に
受けて育ちます。この事より “母親カンガルー
は組合” “子カンガルーは組合員” として私達、
聖隷労働組合マスコットとして 1999 年の公募
により採用されました。

聖隷福祉事業団労働組合公式ホームページです。
https://seireirouso.com/

聖隷労働組合ホームページの組合員限定の重要なページです。
https://seireirouso.com/how-to-use-memberslonly/

聖隷福祉事業団労働組合の情報を発信しております。
https://x.com/seireirouso

聖隷労働組合のマスコットマーク
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